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【
解
題
】

本
稿
は
、
西
村
時と
き

彦つ
ね（
号
は
天
囚
・
碩
園
）の
故
郷
で
あ
る
種
子
島
・
西
之
表
市
の
西
村
家
に
お
い
て

発
見
さ
れ
た
、
西
村
天
囚
著『
懐
徳
堂
考
之
一
』の
翻
刻（
表
紙
、
及
び
前
半
部
の
う
ち「
叙
論
」・「
五

井
持
軒
」の
二
章
）で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
大
坂
に
あ
っ
た
漢
学
の
学
校
・
懐
徳
堂
は
、
明
治
二
年（
一
八
六
九
）に
閉
鎖
さ
れ
た

が
、
明
治
の
末
に
な
る
と
懐
徳
堂
を
顕
彰
す
る
運
動
が
俄
に
勃
興
し
、
急
速
に
展
開
し
た
。
す
な
わ

ち
、
明
治
四
十
三
年（
一
九
一
〇
）九
月
に
懐
徳
堂
記
念
祭
を
挙
行
す
る
た
め
の
組
織
と
し
て
懐
徳
堂

記
念
会
が
設
立
さ
れ
、
同
会
は
翌
明
治
四
十
四
年（
一
九
一
一
）十
月
、
懐
徳
堂
記
念
祭
を
中
之
島
の

大
阪
公
会
堂
に
お
い
て
盛
大
に
挙
行
し
た
。
記
念
祭
の
挙
行
後
、
懐
徳
堂
記
念
会
の
活
動
を
永
続
化

す
る
こ
と
と
な
り
、
大
正
二
年（
一
九
一
三
）に
財
団
法
人
と
し
て
認
可
を
受
け
、
財
団
法
人
懐
徳
堂

記
念
会（
現
・
一
般
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
）が
設
立
さ
れ
た
。
同
会
は
、大
正
五
年（
一
九
一
六
）に

「
重
建
懐
徳
堂
」と
称
さ
れ
る
講
堂
を
建
設
し
、
専
任
の
教
授
と
し
て
広
島
高
等
師
範
学
校
の
教
授
で

あ
っ
た
松
山
直
蔵
を
招
聘
し
た
。
こ
の
後
重
建
懐
徳
堂
で
は
、
昭
和
二
十
年
三
月
の
大
阪
大
空
襲
に

よ
り
焼
失
す
る
ま
で
、
専
任
の
教
授
や
助
教
授
に
加
え
て
、
京
都
帝
国
大
学
の
教
授
ら
を
講
師
に
招

い
て
、
広
く
一
般
市
民
向
け
に
、
学
術
的
水
準
の
高
い
講
演
・
講
義
を
多
数
開
講
し
た
。

こ
う
し
た
一
連
の
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
の
発
端
と
な
っ
た
の
が
、
明
治
四
十
三
年（
一
九
一
〇
）一
月

二
十
九
日
に
開
か
れ
た
大
阪
人
文
会
の
第
二
次
例
会
に
お
い
て
、
西
村
天
囚
が
行
っ
た
五
井
蘭
洲
に

関
す
る
講
演
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
講
演
の
速
記
録
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
天

囚
は
、「
実
は
未
成
品
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、（
引
用
者
注
…
懐
徳
堂
に
つ
い
て
）取
調
べ
ま
し
た

草
稿
が
約
五
十
枚
―
漢
文
で
書
い
た
の
が
五
十
枚
ご
ざ
い
ま
す
、
之
を
一
々
申
上
げ
る
の
は
其
の
煩

竹　

田　
　

健　

二

【
キ
ー
ワ
ー
ド
：
西
村
天
囚
、「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」、『
懐
徳
堂
考
』、
五
井
持
軒
、
五
井
蘭
洲
】

要
旨　
本
稿
は
、
西
村
時
彦（
号
は
天
囚
・
碩
園
）著『
懐
徳
堂
考
之
一
』の
翻
刻（
そ
の
一
）で
あ
る
。『
懐
徳
堂
考
之
一
』（
抄
本
、
一
冊
）は
、
天
囚
の
故
郷
で
あ
る
種
子
島
・
西
之
表
市
の
西
村
家
が
所
蔵
す

る
西
村
天
囚
関
係
資
料
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
。『
懐
徳
堂
考
之
一
』の
前
半
部
は
、
明
治
四
十
三
年（
一
九
一
〇
）一
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
た
大
阪
人
文
会
第
二
次
例
会
で
の
講
演
の
原
稿
と
な
っ
た

「
草
稿
」に
該
当
す
る
も
の
で
あ
り
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』全
体
と
し
て
は
、
同
年
二
月
七
日
か
ら
二
月
二
十
七
日
ま
で
大
阪
朝
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
、
天
囚
の「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」（
完
結
時
に『
懐
徳

堂
考
』上
巻
と
改
題
）の
草
稿
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
懐
徳
堂
考
之
一
』に
よ
り
、
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
の
起
点
と
な
っ
た
天
囚
の
懐
徳
堂
研
究
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
近

代
日
本
漢
学
に
お
け
る
天
囚
の
思
想
史
的
位
置
の
解
明
に
資
す
る
と
期
待
さ
れ
る
。

翻
刻
　
西
村
天
囚
著『
懐
徳
堂
考
之
一
』（
そ
の
一
）

に
堪
え
ま
せ
ぬ
か
ら
、極
く
略
し
て
申
上
げ
た
い
と
思
ひ
ま
す
」と
述
べ
て
い
る（
注
1
）。
天
囚
の
講

演
の
原
稿
と
な
っ
た
と
い
う「
漢
文
で
書
い
た
」約
五
十
枚
の「
草
稿
」が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か

に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
っ
た
。

二
〇
一
八
年
八
月
よ
り
、
筆
者
ら
は
西
村
家
及
び
西
之
表
市
の
協
力
の
下
、
西
村
家
に
大
量
に
現

存
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
天
囚
関
係
資
料
の
調
査
を
進
め
て
い
る（
注
2
）。
こ
の
調
査
の
中
で
、
後

に
修
復
を
加
え
た
結
果
そ
の
内
題
が『
懐
徳
堂
考
之
一
』で
あ
る
こ
と
の
分
か
っ
た
、一
冊
の
抄
本（
以

下
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』と
呼
ぶ
）を
発
見
し
た
。
私
見
で
は
、こ
の『
懐
徳
堂
考
之
一
』の
前
半
部（
第
一

葉
〜
第
四
十
九
葉
）は
、
そ
の
内
容
・
表
現
等
か
ら
判
断
し
て
、
天
囚
が
大
阪
人
文
会
で
の
講
演
ま
で

に「
漢
文
で
書
い
た
」と
い
う
約
五
十
枚
の「
草
稿
」に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る（
注
3
）。
そ
し
て
、『
懐

徳
堂
考
之
一
』の
後
半
部（
第
五
十
葉
〜
巻
末
）は
基
本
的
に
、大
阪
人
文
会
で
の
講
演
終
了
後
に
天
囚

が
蒐
集
し
て
収
録
し
た
と
こ
ろ
の
関
係
資
料
群
で
あ
る（
注
4
）。
こ
の
た
め
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』は

全
体
と
し
て
、
天
囚
が
明
治
四
十
三
年（
一
九
一
〇
）二
月
七
日
か
ら
二
月
二
十
七
日
ま
で
大
阪
朝
日

新
聞
に
連
載
し
た
、「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」（
完
結
時
に『
懐
徳
堂
考
』上
巻
と
改
題
）の
草
稿
に
当
た
る

と
理
解
す
る
の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。

発
見
さ
れ
た
時
点
で
の『
懐
徳
堂
考
之
一
』の
保
存
状
態
は
あ
ま
り
良
好
で
は
な
く
、
特
に
表
紙

（
表
裏
と
も
）と
表
紙
に
近
い
部
分
と
は
虫
損
が
激
し
く
、
ま
た
葉
と
葉
と
が
圧
着
し
て
し
ま
っ
て
い

る
部
分
が
あ
っ
た
。
所
有
者
で
あ
る
西
村
貞
則
氏
の
諒
解
を
得
て
修
復
を
行
っ
た
結
果
、
虫
損
に
よ

り
文
字
の
判
読
が
で
き
な
い
部
分
は
な
お
残
る
も
の
の
、
そ
の
全
容
を
概
ね
確
認
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
た（
注
5
）。
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（
2
）　

西
村
家
所
蔵
資
料
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
湯
浅
邦
弘
・
竹
田
健
二
・
佐
伯
薫「
西
村
天
囚

関
係
資
料
調
査
報
告
―
種
子
島
西
村
家
訪
問
記
―
」（『
懐
徳
』第
八
十
六
号
、
二
〇
一
八

年
）、
湯
浅
邦
弘「
平
成
三
十
年
度（
二
〇
一
八
）種
子
島
西
村
天
囚
関
係
資
料
調
査
に
つ
い

て
」（『
懐
徳
』第
八
十
七
号
、
二
〇
一
九
年
）、
池
田
光
子「
種
子
島
西
村
家
所
蔵
西
村
天
囚

関
係
資
料
の
整
理
状
況
と
特
徴
と
に
つ
い
て
」（
同
）、
竹
田
健
二「
研
究
ノ
ー
ト
：
西
村
天

囚
の
懐
徳
堂
研
究
と
そ
の
草
稿
―
種
子
島
西
村
家
所
蔵
西
村
天
囚
関
係
資
料
調
査
よ
り

―
」（『
懐
徳
堂
研
究
』第
十
号
、
二
〇
一
九
年
）参
照
。
竹
田
健
二
・
湯
浅
邦
弘
・
池
田
光
子

「
西
村
家
所
蔵
西
村
天
囚
関
係
資
料
暫
定
目
録（
遺
著
・
書
画
類
等
）」（『
懐
徳
堂
研
究
』第

十
二
号
、
二
〇
二
一
年
）は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
西
村
家
所
蔵
資
料

の
暫
定
的
な
目
録
で
あ
る
。

（
3
）　
『
懐
徳
堂
考
之
一
』の
前
半
部
は
、「
叙
論
」・「
五
井
持
軒
」・「
五
井
蘭
洲
」と
そ
れ
ぞ
れ
見

出
し
の
付
け
ら
れ
た
三
つ
の
章
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
和
文
で
記
さ
れ
た
資
料
を
引
用
し

た
箇
所
等
を
除
き
、
基
本
的
に
す
べ
て
漢
文
で
記
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）　
『
懐
徳
堂
考
之
一
』の
後
半
部
に
収
録
さ
れ
て
い
る
資
料
は
、「
石
菴
逸
話
」・「
富
永
仲

基
」・「
図
書
館
所
蔵
」・「
蘭
洲
答
甃
菴
書
」・「
石
菴
答
冨
永
吉
左
衛
門
国
字
牘
」・「
上
本
町

実
相
寺
五
井
蘭
洲
墓
側
有
墓
六
」・「
含
翠
堂
関
係
資
料
」・「
拙
古
先
生
筆
記
」・「
見
聞
雑
録

抄
」・「
遥
賀
会
序
」・「
文
安
詩
哥
合
」・「
町
人
文
学
・
儒
学
神
道
関
係
」・「
漢
学
之
明
効
・
歴

代
之
文
教
・
漢
学
盛
衰
・
大
阪
文
学
」・「
漢
学
の
渡
来
・
仁
徳
遷
都
浪
華
・
王
仁
」で
あ
り
、
漢

文
で
記
さ
れ
た
も
の
と
和
文
で
記
さ
れ
た
も
の
と
が
混
在
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、「
石
菴

逸
話
」か
ら「
遥
賀
会
序
」（
第
七
十
一
葉
表
一
行
目
〜
第
七
十
二
葉
表
五
行
目
）ま
で
の
資

料
群
は
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』前
半
部
と
密
接
に
関
わ
る
内
容
の
も
の
で
あ
り
、
お
そ
ら
く

は
大
阪
人
文
会
第
二
次
例
会
後
、「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」の
連
載
開
始
前
、
或
い
は
連
載
中

に
天
囚
が
蒐
集
し
、
書
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
文
安
詩
哥
合
」か
ら
末
尾
の「
漢
学

の
渡
来
・
仁
徳
遷
都
浪
華
・
王
仁
」ま
で
の
資
料
群
は
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』の
前
半
部
と
は

直
接
に
は
関
わ
り
が
な
く
、
何
ら
か
の
事
情
で
同
一
冊
子
に
収
め
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。
拙
稿「
西
村
天
囚
の
懐
徳
堂
研
究
と『
拙
古
先
生
筆
記
』」（『
懐
徳
堂
研

究
』第
十
三
号
、
二
〇
二
二
年
）参
照
。

（
5
）　

こ
の
修
復
は
、
国
立
大
学
法
人
島
根
大
学
平
成
三
十
年
度
萌
芽
研
究
部
門
に
採
択
さ
れ

た「
西
村
天
囚
関
係
新
資
料
の
研
究
」（
代
表
者
：
竹
田
健
二
）に
よ
り
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

﹇
附
記
﹈本
研
究
は
、
J
S
P
S
科
研
費 

J
P
2
1
H
0
0
4
6
5「
日
本
近
代
人
文
学
の
再
構
築
と

漢
学
の
伝
統
―
西
村
天
囚
関
係
新
資
料
の
調
査
研
究
を
中
心
と
し
て
―
」の
助
成
を
受
け
た

も
の
で
あ
る
。
な
お
、大
阪
大
学
附
属
図
書
館
総
合
図
書
館
の
懐
徳
堂
文
庫
・
碩
園
記
念
文
庫

所
蔵
の『
蛻
巖
集
』・『
紹
述
先
生
文
集
』の
調
査
に
関
し
て
、
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
の
菊
池
孝
太
朗
氏
の
協
力
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

本
資
料
の
基
本
的
な
書
誌
情
報
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・　

縦
二
十
七
㎝
、
横
二
十
㎝
。
一
冊
。
半
葉
十
二
行
の
罫
紙（
版
心
に「
村
山
合
名
大
阪
朝
日

新
聞
会
社
」と
印
刷
さ
れ
た
も
の
）を
使
用
し
た
抄
本
。
全
九
十
九
葉（
綴
じ
糸
の
と
こ
ろ
で

切
断
さ
れ
た
二
葉〔
第
三
葉
・
第
二
十
四
葉
〕を
含
む
）。

・　

表
紙
左
上
に
墨
筆
で
打
ち
付
け
書
き
さ
れ
て
い
る
外
題
は
、虫
損
の
た
め
判
読
困
難
だ
が
、

当
初
は「
懐
徳
堂
研
究
」と
記
さ
れ
て
い
た
が
、
後
に
墨
筆
で「
研
究
」が
見
せ
消
ち
に
さ
れ
、

か
つ
そ
の
右
に「
考
」と
書
き
添
え
ら
れ
て
、「
懐
徳
堂
考
」と
修
正
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

・　

表
紙
右
上
か
ら
右
下
に
か
け
て
、
外
題
よ
り
や
や
小
さ
な
文
字
で「
五
井
持
軒　

五
井
蘭

洲　

三
宅
石
菴　

三
宅
春
楼
」と
一
行
記
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

・　

本
文
第
一
葉
一
行
目
に
記
さ
れ
て
い
た
内
題
は
、
も
と
も
と「
懐
徳
堂
研
究
之
一
」と
あ

り
、
後
に「
研
究
」の
上
に
墨
筆
の
圏
点
が
書
き
込
ま
れ
て
見
せ
消
ち
に
さ
れ
、
そ
の
右
に

「
考
」が
書
き
添
え
ら
れ
て「
懐
徳
堂
考
之
一
」と
さ
れ
て
い
る
。

・　

印
記
は
確
認
で
き
な
い
。

・　

本
文
は
主
に
墨
筆
で
記
さ
れ
て
お
り
、
朱
筆
の
部
分
が
混
在
す
る
。
ま
た
、
本
文
に
対
す

る
加
筆
修
正
・
注
記
等
が
、
墨
筆
・
朱
筆
に
よ
っ
て
大
量
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
加
筆
さ
れ
た

文
言
は
匡
廓
の
内
外
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
外
に
、
罫
紙
に
別
の
紙
片
を
貼
附
し
て
記
さ

れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
加
筆
修
正
が
の
加
え
ら
れ
た
詳
し
い
経
緯
や
時
期
は
不
明
だ
が
、

天
囚
が
繰
り
返
し
推
敲
を
加
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

・　

本
文
や
注
記
に
は
、
朱
筆
・
墨
筆
に
よ
る
傍
点
が
附
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

・　

罫
紙
の
上
部
に
、
朱
筆
で
文
字
を
記
し
た
附
箋
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

明
治
以
降
、
漢
学
が
近
代
的
学
問
と
し
て
再
構
築
さ
れ
る
中
、
専
ら
民
間
で
活
躍
し
た
西
村
天
囚

は
、
近
代
日
本
漢
学
に
お
い
て
特
異
な
地
位
を
占
め
る
漢
学
者
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
学
問
に

つ
い
て
の
検
討
は
こ
れ
ま
で
十
分
に
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
懐
徳
堂
研
究
の
実
態
も
、
な
お
未

解
明
の
部
分
が
少
な
く
な
い
。『
懐
徳
堂
考
之
一
』の
検
討
に
よ
り
、懐
徳
堂
顕
彰
運
動
の
起
点
と
な
っ

た
天
囚
の
懐
徳
堂
研
究
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
近
代
日
本
漢
学
に
お
い
て

天
囚
の
占
め
る
思
想
史
的
位
置
の
解
明
に
資
す
る
と
期
待
さ
れ
る
。

注
（
1
）　

拙
稿「
資
料
紹
介　

西
村
天
囚「
五
井
蘭
洲
」（
大
阪
人
文
会
第
二
次
例
会
講
演
速
記

録
）」（『
国
語
教
育
論
叢
』第
十
八
号
、二
〇
〇
九
年
二
月
）参
照
。
な
お
、『
懐
徳
』第
三
十
七

号（
懐
徳
堂
堂
友
会
、
一
九
六
六
年
）所
収
の「
講
演
餘
響
」中
の「
五
井
蘭
洲　

西
村
天
囚

述
」も
、
拙
稿
と
同
様
に
、
現
在
一
般
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
が
所
蔵
す
る
講
演
の
速
記

録
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
句
読
点
や
改
行
等
に
原
本
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
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【
翻
刻
】

《
表
紙
》

五
井
持
□（
軒
）　

五
井
□（
蘭
）□（
洲
）　

□（
三
）□（
宅
）□（
石
）□（
菴
）三
宅
□（
春
）□（
楼
）

﹇
補□
1
﹈
/

□（
懐
）□（
徳
）□（
堂
）考﹇
補□
2
﹈
/

補
注

1
…
表
紙
右
側
に
一
行
で
、
墨
筆
に
よ
り
打
ち
付
け
書
き
。
本
資
料
全
体
の
内
容
を
示
す
た
め
に
記

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

2
…
外
題
。
表
紙
左
側
に
墨
筆
で
打
ち
付
け
書
き
。
虫
損
の
た
め
判
読
困
難
だ
が
、本
文
第
一
葉
第
一

行
の
内
題
に
認
め
ら
れ
る
修
正
等
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
当
初
は「
懐
徳
堂
研
究
」と
記
さ
れ
、

後
に
墨
筆
で「
研
究
」が
見
せ
消
ち
に
さ
れ
て
、
ま
た
そ
の
右
に「
考
」と
書
き
添
え
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
な
お
、
見
せ
消
ち
に
な
っ
た「
研
究
」の
下
に
、「
上
」・「
其
一
」・「
巻
上
」と
い
っ
た

文
字
が
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

《
一
》

【
01
表
】懐
徳
堂
考
之
一﹇
補□
1
﹈﹇
注
一
﹈
/

叙
論
/

大
阪
儒
学
。
□
以
懐
徳
堂
為
主
。
以
混
沌
社
為
客
。
懐
徳
書
院
之
盛
。
在
竹
山
履
軒
兄
弟
之
時
。
而
混

沌
社
亦
□（
鳴
）□（
盛
）□（
於
）此
。
関
西
之
文
運
隆
〻
乎
起
□（
矣
）。
寛
政
三
□
。
出
於
混
沌
社
。
而

□
□（
学
）一
□
於
海
内
。
士
林
教
学
。
始
普
及
□（
於
）列
藩
。
是
混
沌
社
之
異
□（
勲
）而
□
排
異
獲

朱
之
功
也
。
関
西
鴻
儒
藪
孤
山
。
…
…
山
。
帆
足
万
里
之
徒
。
皆
莫
不
□（
受
）竹
□（
山
）…
…
中
興

之
佐
藤
一
斎
。
出
于
竹
山
。
山
陽
第
一
之
山
田
方
谷
。
出
於
一
斎
。
懐
徳
堂
之
学
行
于
当
世
。
其
□

□
矣
。
若
…
…
混
沌
之
二
大
事
蹟
。
則
□
□
以
来
之
儒
学
…
…
子
弟
…
…
。
然
是
大
事
□（
案
）也
。

…
…
懐
徳
堂
…
…【
01
裏
】懐
徳
書
院
事
蹟
。
先
着
手
於
□（
五
）井
父
子
者
。
抑
有
故
也﹇
。﹈元
寛
以

後
。
我
大
阪
学
術
未
開
…
…
之
受
教
者
。
蓋
書
法
而
已
。
所
謂
寺
子
屋
教
授
美
筆
□
□
不
乏
□
人
。

至
儒
者
下
帷
授
徒
者
。
則
以
如
竹
散
人
為
始
。
□
□
時
代
。
或
在
寛
永
十
四
五
年
間
。
時
□（
室
）□

（
鳩
）巣
之
父
亦
在
大
阪
。
与
如
竹
交
。
後
告
鳩
巣
曰
。
如
竹
此
時
年
八
十
。
然
如
竹
居
大
阪
。
係
自

琉
帰
国
以
後
之
事
。
当
不
出
六
十
七
八
。
其
事
録
于
日
本
宋
学
史
。
不
復
贅
焉﹇
補□
2
﹈。
如
竹
在
大

阪
。
不
過
二
三
年
。
而
応
召
帰
国
。
其
事
蹟
不
詳
。
可
惜
之
□（
至
）。
如
竹
以
後
。
寥
〻
無
聞
。
国

学
則
有
□（
貞
）□（
享
）長
流
元
禄
契
沖
二
家
之
同
時
崛
起
。
為
大
阪
吐
気
。
而
其
徒﹇
補□
3
﹈【
02
表
】相
踵

而
出
。
如
竹
以
後
之
儒
者
。
其
一
井
鳳
梧
乎
。
鳳
梧
出
□（
雲
）人
。
師
事
羅
山
。
歴
游
諸
侯
。
後
来

大
阪
。
不
知
在
何
年
。
従
游
者
称
千
二
百
人
。
無
著
述
。
門
人
筆
記
曰
鳳
梧
論
説
。
亦
不
知
存
否
。

鳳
梧
百
十
六
歳
時
。
有
妾
歳
十
六
。
寿
盃
刻「
百
の
け
て
相
生
年
の
片
白
髪
」之
句
。
以
贈
人
云
。
其

人
可
知
而
已
。
此
歳
歿
。
実
享
保
十
六
年
也
。
世
或
以
此
人
為
浪
華
講
学
之
始
。
浪
華
人
物
志
然
人
物
之

【
凡
例
】

・　

本
稿
は
、西
村
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
西
村
天
囚
著『
懐
徳
堂
考
之
一
』の
表
紙
、及
び
本
文（「
叙

論
」・「
五
井
持
軒
」の
二
章
）、
並
び
に
そ
の
本
文
に
対
し
て
加
え
ら
れ
た
注
記
の
翻
刻
で
あ
る
。

漢
文
で
記
さ
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
翻
刻
者
の
書
き
下
し
文
を
附
す
。
な
お
、
そ
の
訓
読

は
、「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」・『
懐
徳
堂
考
』上
巻
に
お
い
て
天
囚
が
示
す
訓
読
を
参
照
し
た
と
こ
ろ

が
あ
る
が
、
必
ず
し
も
同
一
で
は
な
い
。

・　
『
懐
徳
堂
考
之
一
』の
本
文
等
に
は
、墨
筆
・
朱
筆
の
加
筆
修
正
が
大
量
に
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、

翻
刻
で
は
基
本
的
に
、
加
筆
修
正
後
の
本
文
を
示
す
。

・　
『
懐
徳
堂
考
之
一
』の
本
文
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
見
出
し
・
小
見
出
し
の
附
さ
れ
て
い
る
部

分
ご
と
に
区
分
し
て
示
し
、
区
分
し
た
各
部
分
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
冒
頭
に《　

》付
き
の
漢
数
字
を

附
す
。
本
稿
で
は
、《
一
》が「
叙
論
」、《
二
》
〜《
一
〇
》が「
五
井
持
軒
」の
章
の
各
節（
小
見
出
し
あ

り
）で
あ
る
。

・　

注
記
等
に
つ
い
て
、原
本
の
匡
廓
内
に
小
字
で
記
さ
れ
て
い
る
も
の
、及
び
二
行
の
割
り
注
で
記

さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
文
字
よ
り
小
さ
い
フ
ォ
ン
ト
を
用
い
て
一
行
で
示
す
。

ま
た
、
匡
廓
外
に
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の（
貼
付
さ
れ
た
紙
片
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
含
む
）に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
が
附
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
本
文
の
該
当
箇
所
に「﹇
注
○
﹈」（
○
は
区

分
ご
と
の
通
し
番
号
の
漢
数
字
）を
挿
入
し
、
本
文
の
後
に
ま
と
め
て
示
す
。

・　

翻
刻
者
が
必
要
と
判
断
し
た
箇
所
に
補
注
を
附
す
。補
注
を
附
し
た
箇
所
に
は
、本
文
中
に「﹇
補□

○
﹈」（
○
は
区
分
ご
と
の
通
し
番
号
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
）を
挿
入
す
る
。

・　

各
葉
の
表
・
裏
の
冒
頭
箇
所
は
、
葉
数
を
表
す
二
桁
の
数
字
と
、「
表
」・「
裏
」と
を【　

】内
に
記

し
て
示
す
。
な
お
、
葉
数
に
つ
い
て
は
、
綴
じ
糸
の
と
こ
ろ
で
切
断
さ
れ
た
二
葉（
第
三
葉
・
第

二
十
四
葉
。
修
復
に
よ
り
切
断
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
）を
も
含
め
て
数
え
る
。

・　

本
文
・
注
記
に
お
い
て
傍
点
が
附
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
傍
線
を
附
し
て
示
す
。

・　

本
文
中
に
お
い
て
提
行
さ
れ
、
そ
の
行
が
以
下
留
白
と
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
翻
刻

に
お
い
て
も
提
行
し
、
あ
わ
せ
て「
/
」を
附
す
。

・　

虫
損
等
に
よ
り
釈
読
で
き
な
い
字
に
つ
い
て
は
、
そ
の
不
明
字
を「
□
」で
示
す
。
不
明
字
が
概

ね
推
測
で
き
る
場
合
は
、
翻
刻
者
の
推
測
し
た
字
を
、
直
後
の（　

）内
に
入
れ
て
示
す
。
推
測
が

不
確
実
で
あ
る
場
合
は
、
推
測
し
た
字
の
下
に「
？
」を
附
す
。
釈
読
で
き
な
い
字
が
二
文
字
以
上

連
続
し
、
文
字
数
が
不
明
の
場
合
は
、「
…
…
」で
示
す
。

・　

漢
字
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
通
行
の
字
体
を
用
い
る
。

・　

脱
字
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
箇
所（
句
点
を
含
む
）に
つ
い
て
は
、
そ
の
箇
所
に﹇　

﹈を
附
し

て
補
う
。
ま
た
、
誤
字
と
考
え
ら
れ
る
文
字
に
つ
い
て
は
、
翻
刻
の
原
文
に
お
い
て
は
そ
の
文
字
の

右
に「（
マ
マ
）」と
附
し
、
翻
刻
者
の
修
正
し
た
文
字
を
直
後
の（　

）内
に
入
れ
て
示
す
。
衍
字
と
考

え
ら
れ
る
文
字
に
つ
い
て
は
、
そ
の
文
字
の
右
に「（
マ
マ
）」と
附
し
、
補
注
を
附
す
。
な
お
、
こ
れ

ら
脱
字
・
誤
字
・
衍
字
の
あ
る
箇
所
の
書
き
下
し
文
は
、
い
ず
れ
も
翻
刻
者
の
修
正
に
基
づ
く
。
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め
て
列
藩
に
普
及
す
る
は
、
是
れ
混
沌
社
の
異
勲
に
し
て
、
排
異
獲
朱
の
功
を
□
す
る
な
り
。
関

西
の
鴻
儒
・
藪
孤
山
、
…
…
、
帆
足
万
里
の
徒
、
皆
竹
山
の
…
…
を
受
け
ざ
る
莫
し
。
…
…
中
興

の
佐
藤
一
斎
、
竹
山
よ
り
出
づ
。
山
陽
第
一
の
山
田
方
谷
、
一
斎
よ
り
出
づ
。
懐
徳
堂
の
学
の
当

世
に
行
は
る
る
、
其
…
…
。
混
沌
の
二
大
事
蹟
…
…
、
則
ち
□
□
以
来
の
儒
学
…
…
子
弟
…
…
、

然
し
て
是
れ
大
事
案
な
り
。
…
…
懐
徳
堂
…
…
懐
徳
書
院
の
事
蹟
、
先
づ
五
井
父
子
に
着
手
す
る

は
、
抑
そ
も
故
有
る
な
り
。
元
寛
以
後
、
我
が
大
阪
の
学
術
未
だ
開
け
ず
…
…
教
を
受
く
る
者
、

蓋
し
書
法
あ
る
の
み
。
所
謂
寺
子
屋
の
美
筆
を
教
授
す
る
…
…
。
儒
者
の
帷
を
下
し
て
徒
に
授
く

る
者
に
至
り
て
は
、
則
ち
如
竹
散
人
を
以
て
始
め
と
為
す
。
…
…
時
代
、
或
い
は
寛
永
十
四
・
五
年

の
間
に
在
り
。
時
に
室
鳩
巣
の
父
も
亦
た
大
阪
に
在
り
て
、
如
竹
と
交
は
る
。
後
に
鳩
巣
に
告
げ

て
曰
は
く
、「
如
竹
此
の
時
年
八
十
」と
。
然
れ
ば
如
竹
の
大
阪
に
居
る
こ
と
、琉
よ
り
帰
国
以
後
の

事
に
係
り
て
、当
に
六
十
七
・
八
を
出
で
ざ
る
べ
し
。
其
の
事『
日
本
宋
学
史
』に
録
す
。
復
た
焉
に

贅
せ
ず
。
如
竹
の
大
阪
に
在
る
こ
と
、
二
・
三
年
に
過
ぎ
ず
し
て
、
召
に
応
じ
て
帰
国
す
る
も
、

其
の
事
蹟
詳
ら
か
な
ら
ず
。
惜
し
む
可
き
の
至
り
な
り
。
如
竹
以
後
、
寥
〻
と
し
て
聞
こ
ゆ
る
無

し
。
国
学
は
則
ち
貞
享
長
流
・元
禄
契
沖
二
家
の
時
を
同
じ
く
し
て
崛
起
す
る
有
り
て
、
大
阪
の
為

に
気
を
吐
き
て
、
其
の
徒
相
ひ
踵
し
て
出
づ
。
如
竹
以
後
の
儒
者
は
、
其
れ
一
井
鳳
梧
か
。
鳳
梧

は
出
雲
人
な
り
。
羅
山
に
師
事
し
て
、
諸
侯
を
歴
游
し
、
後
に
大
阪
に
来
る
。
何
の
年
に
在
る
か

を
知
ら
ず
。
従
游
す
る
者
千
二
百
人
と
称
す
。
著
述
無
し
。
門
人
の
筆
記
を『
鳳
梧
論
説
』と
曰
ふ

も
、
存
否
を
知
ら
ず
。
鳳
梧
百
十
六
歳
の
時
、
妾
有
り
、
歳
十
六
な
り
。
寿
盃
に「
百
の
け
て
相
生

年
の
片
白
髪
」の
句
を
刻
み
、
以
て
人
に
贈
る
と
云
ふ
。
其
の
人
知
る
可
き
な
る
の
み
。
此
の
歳

に
歿
す
。
実
に
享
保
十
六
年
な
り
。
世
或
い
は
此
の
人
を
以
て
浪
華
講
学
の
始
と
為
す
。
浪
華
人
物
志

然
れ
ど
も
人
物
の
陋
な
る
こ
と
彼
の
如
し
。
学
問
の
力
も
亦
た
蓋
し
浅
薄
な
ら
ん
。
予
此
の
人
を

以
て
浪
華
儒
林
伝
の
首
と
為
す
を
欲
せ
ず
。
況
ん
や
前
に
如
竹
有
り
て
、
鳳
梧
と
時
を
同
じ
く
し

て
五
井
持
軒
有
る
を
や
。
況
ん
や
又
た
持
軒
是
れ
大
阪
人
な
る
を
や
。
持
軒
鳳
梧
よ
り
少
き
こ
と

二
十
五
歳
に
し
て
、
鳳
梧
の
死
に
先
ん
ず
る
こ
と
十
年
に
し
て
歿
す
。
然
し
て
其
の
京
師
に
游
学

し
、
業
成
り
て
家
に
帰
る
は
、
寛
文
十
年
に
在
り
。
時
に
年
三
十
に
し
て
、
鳳
梧
時
に
年
五
十
五

な
り
。
想
ふ
に
猶
ほ
諸
侯
に
歴
游
し
て
、
未
だ
大
阪
に
来
た
ら
ざ
る
が
ご
と
し
。
則
ち
如
竹
去
り

し
後
の
三
十
二
・
三
年
、之
を
継
ぎ
て
講
学
す
る
者
は
持
軒
な
る
を
知
る
な
り
。
持
軒
講
学
す
る
こ

と
五
十
年
に
し
て
、
享
保
六
年
に
歿
す
。
歿
後
五
年
に
し
て
、
懐
徳
書
院
成
る
。
創
学
□
□
持
軒

□
□
□
有
り
。
中
井
甃
菴
預
人
と
為
り
て
、
三
宅
石
庵
を
以
て
山
長
と
為
す
と
雖
も
、
其
の
日
講

を
主
る
者
は
、
持
軒
の
子
の
蘭
洲
な
り
。
石
庵
の
歿
後
、
甃
菴
山
長
を
兼
ね
て
、
蘭
洲
官
遊
す
る

こ
と
十
餘
年
、
帰
れ
ば
則
ち
講
廃
せ
ら
れ
た
る
も
、
亦
た
蘭
洲
に
依
り
て
講
を
起
し
、
学
風
復
た

振
ふ
。
懐
徳
以
前
に
持
軒
有
り
、
懐
徳
以
後
に
蘭
洲
有
り
、
以
て
大
阪
の
儒
学
を
維
持
す
る
に
、

実
に
父
子
の
力
多
と
す
べ
き
を
知
る
べ
き
な
り
。
石
・
甃
二
子
の
懐
徳
書
院
に
於
け
る
、固
よ
り
之

が
主
為
り
。
然
れ
ど
も
持
軒
・
蘭
洲
父
子
の
功
、卓
〻
た
る
こ
と
此
の
如
し
。
予
故
に
懐
徳
書
院
の

事
蹟
を
採
訪
す
る
に
、
先
づ
五
井
氏
父
子
よ
り
起
手
す
。

陋
如
彼
。
学
問
之
力
亦
蓋
浅
薄
。
予
不
欲
以
此
人
為
浪
華
儒
林
伝
之
首
。
況
前
有
如
竹
。
而
与
鳳
梧

同
時
有
五
井
持
軒
乎
。
況
又
持
軒
是
大
阪
人
乎
。
持
軒
少
於
鳳【
02
裏
】梧
二
十
五
歳
。
先
鳳
梧
之
死

十
年
而
歿
。
然
其
游
学
京
師
。
業
成
帰
家
。
在
寛
文
十
年
。
時
年
三
十
。
而
鳳
梧
時
年
五
十
五
。
□

（
想
）猶
歴
游
諸
侯
。
未
来
大
阪﹇
注
二
﹈。
則
知
如
竹
去
後
。
三
十
二
三
年
。
継
之
講
学
者
持
軒
也
。
持

軒
講
学
五
十
年
。
歿
于
享
保
六
年
。
歿
後
五
年
。
懐
徳
書
院
成
。
創
学
□
□
有
持
軒
□
□
□
。
中
井

甃
菴
為
預
人
。
雖
以
三
宅
石
庵
為
山
長
。
而
主
其
日
講
者
。
持
軒
之
子
蘭
洲
也
。
石
庵
歿
後
。
甃
菴

兼
山
長
。
而
蘭
洲
官
遊
十
餘
年
。
帰
則
講
廃
。
亦
依
蘭
洲
起
講
。
学
風
復
振
。
可
知
懐
徳
以
前
有
持

軒
。
懐
徳
以
後
有
蘭
洲
。
以
維
持
大
阪
儒
学
。
実
父
子
之
力
可
多
也
。
石
甃
二
子
之
於
懐
徳
書
院
。

固
為
之
主
。
然
持
軒
蘭
洲
父
子
之
功
。
卓
〻
如
此
。
予
故
採
訪
懐
徳
書
院
事
蹟
。
先
自
五
井
氏
父
子

起
手
。
/﹇
補□
4
﹈

【
04
表
】予
嘗
獲
蘭
洲
所
著
非
物
質
疑
瑣
語
而
読
之
。
尋
借
鶏
肋
篇
於
濱
和
助
君
。
是
蘭
洲
文
稿
也
。

都
四
巻
。
半
頁
十
行
。
約
九（

マ
マ
）十﹇
補□
5
﹈字
。
或
二
十
字
。
或
二
十
一
字
。
都
二
百
三
十
葉
。
処
〻
改

刪
塗
抹
。
知
是
為
手
稿
。
最
可
珍
重
。
中
有
冽
菴
漫
録
。
又
知
瑣
語
質
疑
篇
為
従
漫
録
中
抄
刻
者
。

真
是
先
賢
心
血
所
注
也
。
既
而
木
崎
好
尚
君
。
借
蘭
洲
遺
稿
二
冊
於
太
田
君
。
読
了
謂
予
曰
。
世
間

不
易
獲
之
洪
宝
也
。
予
乃
転
借
而
読
之
。
上
冊
九
十
八
葉
。
下
冊
八
十
九
葉
。
少
於
鶏
肋
篇
四
十
三

葉
。
但
半
頁
十
一
行
。
行
二
十
二
字
。
全
紙
無
空
処
。
文
却
多
於
鶏
肋
篇
。
鶏
肋
篇
所
録
之
文
。
亦

往
〻
有
之
。
然
開
巻
第
一
有
中
風
行
。
四
楽
説
。
中
風
論
。
其
餘
処
【〻
04
裏
】有
説
病
苦
者
。
蓋
除

与
鶏
肋
篇
重
複
者
外
、
概
皆
風
後
之
作
也
。
蘭
洲
罹
風
疾
。
在
宝
暦
六

（
マ
マ
）﹇
補□
6
﹈年
己
卯
。
年
六
十
三

之
時
。
歿
于
十
二
年
壬
午
三
月
十
七
日
。
年
六
十
六
之
時
。
以
半
身
不
随
之
身
。
僅
々
三
四
年
而
成

此
大
著
。
其
精
力
可
驚
也
。
遺
稿
有
論
。
有
序
。
有
書
。
有
経
解
史
論
。
有
随
感
随
筆
者
。
評
隲
人

物
。
罵
嘲
世
事
。
任
意
放
言
。
雑
然
無
序
。
是
見
病
中
之
情
状
矣
。
蓋
蘭
洲
貧
苦
病
苦
。
一
時
来
攻
。

而
身
不
能
少
動
。
但
右
手
稍
健
。
於
是
日
対
机
案
。
手
不
釈
筆
。
以
遣
苦
悶
。
但
有
三
罵
先
儒
。
渉

卑
猥
。
而
与
経
解
一
紙
同
列
者
。
頗
嫌
于
老
悖
。
是
以
為
蘭
洲
惜
也
。
然
蘭【
05
表
】洲
任
意
随
筆
。

其
性
行
閲
歴
学
説
。
及
交
友
之
品
学
。
校
風
之
良
否
等
。
直
言
不
諱
。
以
授
資
料
於
後
人
。
不
堪
多

謝
。
太
田
君
手
写
此
稿
。
細
楷
端
正
。
加
以
標
註
。
使
予
輩
見
未
見
之
書
・
知
未
知
之
事
。
何
其
好
古

篤
志
也
。
微
濱
太
田
二
君
之
篤
好
而
不
□（
吝
）。
則
予
曷
得
着
手
於
此
。
是
最
可
多
謝
也
。
/

注

一
…
詩
経
大
雅
□（
皇
）□（
矣
）云
□（
我
）□（
懐
）□（
明
）□（
徳
）﹇
補□
7
﹈

二
…
鳳
梧
仕
三
侯
。
客
二
侯
。
後
隠
于
摂
和
□
地
。
門
人
千
二
百
。
心
喪
三
十
人
。

【
書
き
下
し
文
】

大
阪
儒
学
は
、
□
懐
徳
堂
を
以
て
主
と
為
し
、
混
沌
社
を
以
て
客
と
為
す
。
懐
徳
書
院
の
盛
ん
な

る
は
、
竹
山
・
履
軒
兄
弟
の
時
に
在
り
て
、
混
沌
社
も
亦
た
此
に
鳴
盛
し
、
関
西
の
文
運
隆
〻
乎
と

し
て
起
こ
る
。
寛
政
三
□
は
、
混
沌
社
よ
り
出
で
て
、
□
学
海
内
に
一
□
す
。
士
林
の
教
学
、
始
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海
に
浮
か
ん
で
琉
球
に
游
べ
り
。」「
如
竹
は
二
三
年
許
り
に
し
て
琉
球
よ
り
帰
国
し
、
更
に
大
阪

に
游
び
て
帷
を
垂
れ
た
り
、
想
ふ
に
是
れ
寛
永
十
四
五
年
の
事
に
し
て
、
六
十
七
八
の
比
に
も
や

あ
ら
ん
、
鳩
巣
の
父
と
交
は
り
し
は
此
の
時
な
る
が
、
鳩
巣
が
父
よ
り
聞
け
り
と
て
作
り
し
如
竹

伝
に
は
、
此
の
時
年
八
十
に
近
し
と
あ
れ
ど
、
伝
聞
の
誤
り
な
る
べ
し
」と
あ
る
。

3
…「
而
其
徒
」と「
相
踵
而
出
」と
の
間
に
は
、
も
と
も
と「
海
北
若
沖
向
井
宗
因
壺
井
鶴
翁
等
出
于

世
後
以
開
国
学
之
盛
多
田
義
俊
寛
延
三
年
歿
加
藤
竹
里
寛
政【
02
表
】八
年
歿
小
川
屋
善
（
マ
マ
）﹇
喜
﹈太
郎
入
江
昌

喜
寛
政
十
二
年
榎
並
屋
半
次
郎
□（
辰
？
尾
？
）岐
正
嘉
文
政
十
年
有
賀
長
因
安
永
中
等
」（
海
北
若
沖
・
向
井

宗
因
・
壺
井
鶴
翁
等
世
に
出
で
、後
に
以
て
国
学
の
盛
を
開
く
。
多
田
義
俊
寛
延
三
年
歿・
加
藤
竹
里
寛

政
八
年
歿
小
川
屋
喜
太
郎・
入
江
昌
喜
寛
政
十
二
年
榎
並
屋
半
次
郎・
□
岐
正
嘉
文
政
十
年・
有
賀
長
因
安
永
中
等
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
に
線
の
上
書
き
に
よ
る
抹
消
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
右
の
文
字
列

の
前
後
に
は
朱
筆
に
よ
る
二
重
鉤
括
弧
が
記
さ
れ
、
か
つ
文
字
列
の
直
前
と
直
後
と
を
結
ぶ
線
が

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
こ
の
文
字
列
は
削
除
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
加
藤
竹
里

に
つ
い
て
天
囚
は「
小
川
屋
善
太
郎
」と
記
し
て
い
る
が
、「
小
川
屋
喜
太
郎
」の
誤
り
。

4
…
修
復
の
際
に
、
こ
の
後
の
一
葉（
第
三
葉
）が
綴
じ
糸
の
と
こ
ろ
か
ら
切
断
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

判
明
し
た
。
翻
刻
の
本
文
中
に【
03
表
】・【
03
裏
】が
存
在
し
な
い
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。
第

二
葉
の
末
尾
と
第
四
葉
の
冒
頭
と
の
文
意
が
問
題
な
く
通
じ
る
こ
と
か
ら
、
天
囚
が
自
ら
切
断
し

た
こ
と
は
確
実
と
考
え
ら
れ
る
。

5
…「
九
十
」は「
十
九
」の
誤
り
。

6
…「
六
年
」は「
九
年
」の
誤
り
。
宝
暦
六
年
の
干
支
は
丙
子
。

7
…
こ
こ
で
天
囚
が
懐
徳
堂
の
名
の
由
来
と
す
る『
詩
経
』大
雅
皇
矣
篇
に
は「
予
懐
明
徳
」と
あ
り
、

「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」・『
懐
徳
堂
考
』上
巻
に
お
い
て
天
囚
は「
始
て
名
け
て
懐
徳
堂
と
云
ひ
し
は
、

詩
の
大
雅
皇
矣
の
篇
の
我
懐
明
徳
の
句
に
取
り
し
に
や
」と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、『
懐
徳
堂
考
』下

巻
で
天
囚
は
、「
論
語
の
君
子
懐
徳
小
人
懐
土
の
語
を
取
り
、
懐
徳
堂
と
名
け
」た
と
し
て
い
る
。

《
二
》五

井
持
軒
/

家
系
及
生
年
/

持
軒
行
状﹇
注
一
﹈。
蘭
洲
撰
之
。
請
伊
藤
東
涯
作
墓
碑
銘
。
其
文
載
在【
05
裏
】紹
述
先
生
文
集
。
持

軒
門
人
柳
川
牛
山
請
梁
蛻
巖
代
作
持
軒
先
生﹇
伝
﹈在
蛻
巖
集
中
。
不
必
贅
述
。
今
摘
其
要
。
/

左
大
臣
藤
原
魚
名
十
世
之
孫
。
民
部
大
輔
守
貞
之
弟
守
康
。
為
持
軒
之
祖
。
世
食
和
州
五
井
戸
、
中

谷
、
辰
巳
三
邑
。
奉
多
武
嶺
祠
事
。
永
禄
中
会
遭
兵
乱
。
奔
南
部
。
因
家
焉
。
以
五
井
為
氏
。
其
仕

江
戸
者
。
称
井
戸
氏
云
。
井
戸
対
馬
守
為
之
宗
矣（
蛻
岩
（
マ
マ
）（
巖
））﹇
。﹈
/

持
軒
之
祖
父
禅
久
。
諱
守
香
。
崇
儒
術
。
兼
通
和
学﹇
注
二
﹈。
善
詩
歌
。
幼
侍
尊
朝
法
（
マ
マ
）親
王﹇
補□
1
﹈。

蛻
岩
（
マ
マ
）（
巖
）文
従
尊
長
親
王
得
筆
法
。
以
其
善
書
。
恩
遇
甚
渥
。
及
長
或
寓
大
阪
。
或
如
江
戸
。
其
在

江
戸
也
。
豊
前
守
賀
古
某
。
薦
之
幕
府
。
以
疾
辞
。
伊
予
伊
達
侍
従
就
封
時
。
聘
之
。
亦
辞
。
乃
召

予
嘗
て
蘭
洲
の
著
す
所
の『
非
物
』・『
質
疑
』・『
瑣
語
』を
獲
て
之
を
読
む
。
尋つ

い
で『
鶏
肋
篇
』を
濱

和
助
君
に
借
る
。
是
れ
蘭
洲
の
文
稿
な
り
。
都
て
四
巻
。
半
頁
十
行
、
約
十
九
字
、
或
い
は
二
十

字
、
或
い
は
二
十
一
字
、
都
て
二
百
三
十
葉
。
処
々
改
刪
・
塗
抹
あ
り
て
、
是
の
手
稿
為
る
を
知

る
。
最
も
珍
重
す
べ
し
。
中
に「
冽
菴
漫
録
」有
り
。
又
た『
瑣
語
』・『
質
疑
篇
』の「
漫
録
」中
よ
り

抄
刻
す
る
者
為
る
を
知
る
。
真
に
是
れ
先
賢
の
心
血
の
注
が
る
る
所
な
り
。
既
に
し
て
木
崎
好
尚

君
、『
蘭
洲
遺
稿
』二
冊
を
太
田
君
に
借
り
、
読
了
し
て
予
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
世
間
獲
易
か
ら
ざ
る

の
洪
宝
な
り
」と
。
予
乃
ち
転
借
し
て
之
を
読
む
。
上
冊
九
十
八
葉
、
下
冊
八
十
九
葉
、『
鶏
肋
篇
』

よ
り
少
き
こ
と
四
十
三
葉
、
但
し
半
頁
十
一
行
、
行
二
十
二
字
、
全
紙
空
処
無
し
、
文
却
て『
鶏

肋
篇
』よ
り
多
し
。『
鶏
肋
篇
』録
す
る
所
の
文
も
、
亦
た
往
々
に
し
て
之
有
り
。
然
し
て
開
巻
第
一

に「
中
風
行
」・「
四
楽
説
」・「
中
風
論
」有
り
。
其
の
餘
に
も
処
々
病
苦
を
説
く
者
有
り
。
蓋
し『
鶏

肋
篇
』と
重
複
す
る
者
を
除
く
の
外
は
、
概
ね
皆
風
後
の
作
な
り
。
蘭
洲
風
疾
に
罹
る
は
、
宝
暦

九
年
己
卯
年
、
六
十
三
の
時
に
在
り
。
十
二
年
壬
午
三
月
十
七
日
、
年
六
十
六
の
時
に
歿
す
。
半

身
不
随
の
身
を
以
て
、
僅
々
三
・
四
年
に
し
て
此
の
大
著
を
成
す
。
其
の
精
力
驚
く
べ
き
な
り
。

『
遺
稿
』に
論
有
り
、
序
有
り
、
書
有
り
、
経
解
・
史
論
有
り
、
随
感
・
随
筆
な
る
者
有
り
。
人
物
を

評
隲
し
、
世
事
を
罵
嘲
し
、
意
に
任
せ
て
言
を
放
ち
、
雑
然
と
し
て
序
無
し
。
是
れ
病
中
の
情
状

を
見
す
。
蓋
し
蘭
洲
の
貧
苦
・
病
苦
、
一
時
に
来
攻
し
て
、
身
少
し
も
動
く
能
は
ず
、
但
だ
右
手

稍や
や

健
な
る
の
み
。
是
に
於
て
日
び
机
案
に
対
し
て
、
手
筆
を
釈
て
ず
、
以
て
苦
悶
を
遣や

る
。
但
だ

三
た
び
先
儒
を
罵
り
、
卑
猥
に
渉
る
こ
と
有
り
て
、
経
解
と
一
紙
同
列
な
る
は
、
頗
る
老
悖
を
嫌う

た
が

ふ
。
是
を
以
て
蘭
洲
の
為
に
惜
し
む
な
り
。
然
れ
ど
も
蘭
洲
任
意
の
随
筆
、
其
の
性
行
・
閲
歴
・
学

説
、
交
友
の
品
学
・
校
風
の
良
否
等
に
及
び
、
直
言
し
て
諱
ま
ず
。
以
て
資
料
を
後
人
に
授
く
る

は
、
多
謝
に
堪
へ
ず
。
太
田
君
此
の
稿
を
手
写
す
る
こ
と
、
細
楷
・
端
正
に
し
て
、
加
ふ
る
に
標
註

を
以
て
す
。
予
輩
を
し
て
未
見
の
書
を
見
、
未
知
の
事
を
知
ら
し
む
。
何
ぞ
其
の
好
古
の
篤
志
な

る
や
。
濱
・
太
田
二
君
の
篤
好
に
し
て
吝
ま
ざ
る
こ
と
微な

か
り
せ
ば
、則
ち
予
曷
ぞ
此
に
着
手
す
る

を
得
ん
や
。
是
れ
最
も
多
謝
す
べ
き
な
り
。

注

一
…『
詩
経
』大
雅
皇
矣
に
云
ふ
、「
我
れ
明
徳
を
懐
く
。」と
。

二
…
鳳
梧
三
侯
に
仕
え
、
二
侯
に
客
た
り
。
後
に
摂
・
和
の
□
地
に
隠
る
。
門
人
千
二
百
、
心
喪
す
る

も
の
三
十
人
。

補
注

1
…
内
題
は
も
と「
懐
徳
堂
研
究
之
一
」と
あ
り
、
後
に「
研
究
」の
上
に
墨
筆
の
圏
点
が
書
き
込
ま
れ

て
見
せ
消
ち
に
さ
れ
、
そ
の
右
に「
考
」が
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
。

2
…「
琉
」と
は
、
琉
球
の
こ
と
。
天
囚
の『
日
本
宋
学
史
』（
杉
本
梁
江
堂
、
明
治
四
十
二
年

〔
一
九
〇
九
〕）に
は
、「
如
竹
藤
堂
氏
を
去
り
て
一
旦
帰
国
し
、
年
六
十
三
の
寛
永
九
年（
或
十
年
）
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む
べ
し
。

持
軒
の
父
・
浄
隠
、
諱
は
守
純
、
善
次
郎
と
称
す
。
蓋
し
守
香
の
次
子
な
り
。
病
を
以
て
家
居
す
。
伝

に
云
ふ
、「
清
狂
に
し
て
事
を
省
み
ず
」と
。
母
は
那
須
氏
に
し
て
、持
軒
は
其
の
次
子
な
り
。
長
子
の

名
字
は
詳
ら
か
な
ら
ず
。
持
軒
の
伯
父　

伊
予
伊
達
侯
に
仕
ふ
る
者
な
る
も
、
子
孫
の
有
無
も
亦
た

未
だ
詳
ら
か
な
ら
ず
。

持
軒
の
生
ま
る
る
は
、
寛
永
十
八
年
に
在
り
。
如
竹
の
帷
を
大
阪
に
下
す
時
よ
り
距
つ
る
こ
と
、
二
・

三
年
の
後
為
り
。
当
時
幕
儒
・
羅
山　

巋
然
と
し
て
猶
ほ
存
し
、
近
江
に
藤
樹
有
り
、
京
師
に
松
永
尺

五
等
惺
門
諸
子
有
り
、
土
佐
に
谷
時
中
有
り
て
、
闇
斎
年
三
十
、『
闢
異
』を
著
す
こ
と
、
持
軒
の
生
後

六
年
に
在
り
。
仁
斎
時
に
年
十
四
、
世
に
大
学
有
る
を
知
る
よ
り
来

こ
の
か
た

、
三
・
四
年
を
出
で
ず
。
実
に
学

術
勃
興
の
機
運
に
際
し
て
、
天　

此
の
奇
物
を
大
阪
に
生
む
は
、
偶
然
に
非
ざ
る
な
り
。

注

一
…
持
軒　

名
は
守
任
、
字
は
加
助
、
小
字
は
藤
松
な
り
。

二
…
守
香　
「『
節
用
集
』一
部
を
著
す
。」（
蛻
巖
）

三
…
伊
達
秀
宗
、
政
宗
の
長﹇
子
﹈な
り
。
慶
長
十
九
年
に
伊
予
国
を
嗣
ぐ
。

四
…
種
子補

注

1
…
こ
の
箇
所
は
、
お
そ
ら
く「
持
軒
先
生
行
状
」（『
鶏
肋
篇
』巻
一
所
収
。
以
下
、「
行
状
」と
呼
ぶ
。

『
鶏
肋
篇
』の
本
文
に
つ
い
て
は
、
天
囚
が
懐
徳
堂
研
究
に
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
の
朝
日
新
聞
社
文
庫
本
に
よ
る
。
拙
稿「
西
村
天
囚
の
五
井
蘭
洲

研
究
と
関
係
資
料
―『
蘭
洲
遺
稿
』・『
鶏
肋
篇
』・『
浪
華
名
家
碑
文
集
』に
つ
い
て
―
」〔『
懐
徳
』第

八
十
五
号
、
二
〇
一
七
年
〕参
照
。）に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
行
状
」に
は「
幼
侍
尊
朝
親
王
」

と
あ
り
、「
法
」字
が
な
い
こ
と
か
ら
、「
法
」字
は
衍
字
と
思
わ
れ
る
。

2
…『
蛻
巖
集
』（
正
確
に
は『
蛻
巌
集
後
編
』）所
収
の「
五
井
先
生
伝
」（
以
下
、「
五
井
先
生
伝
」と
呼

ぶ
。
そ
の
本
文
は
、大
阪
大
学
附
属
図
書
館
総
合
図
書
館
の
懐
徳
堂
文
庫
碩
園
記
念
文
庫
所
蔵
本
、

す
な
わ
ち
西
村
天
囚
の
旧
蔵
本
に
よ
る
。）に
は
、「
清
狂
不
省
事
」（
清
狂
に
し
て
事
を
省
み
ず
）と

あ
る
。「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」・『
懐
徳
堂
考
』上
巻
に
お
い
て
天
囚
は
、「
傳で
ん
に
い
は
く云
、
清
狂
事
を
事
と
せ

ず
」と
述
べ
て
い
る
。

3
…
こ
の
後
の
本
文
二
行
に
は
、
墨
筆
の
線
が
上
書
き
さ
れ
、
削
除
さ
れ
て
い
る
。
削
除
さ
れ
た
部

分
に
後
か
ら
加
筆
さ
れ
た
文
字
列
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
に
は
削
除
を
示
す
線
の
上
書
き
等
が
施

さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
そ
の
加
筆
部
分
も
と
も
に
削
除
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

《
三
》修

学　
其
師
承
/

其
長
子
宣
真﹇
注
三
﹈。
遂
隠
居
于
大
阪
。
蓋
慶
長
元
和
之
際
也
。
於
是
大
阪
有
文
学
種
子
。
後
生
持

軒
蘭
洲
於
其
家
焉
。
持
軒
家
伝
日
本
紀
学
。
蓋
祖
父
守
香
之
流
風
也﹇
注
四
﹈。【
06
表
】禅
久
蓋
与
長
流

友
善
。
□（
故
？
）持
軒
亦
学
於
長
流
乎
。
此
事
東
涯
墓
碑
不
載
。
可
惜
。
/

持
軒
之
父
浄
隠
諱
守
純
。
称
善
次
郎
。
蓋
守
香
之
次
子
。
以
病
家
居
。
伝
云
清
狂
不
事

（
マ
マ
）（
省
）事﹇
補□

2
﹈。
母
那
須
氏
。
持
軒
其
次
子
也
。
長
子
名
字
不
詳
。
持
軒
伯
父
仕
于
伊
予
伊
達
侯
者
。
子
孫
有
無

亦
未
詳﹇
補□
3
﹈。
/

持
軒
之
生
。
在
寛
永
十
八
年
。
距
如
竹
下
帷
大
阪
時
。
為
二
三
年
後
。
当
時
幕
儒
羅
山
巋
然
猶
存
。
近

江
有
藤
樹
。
京
師
有
松
永
尺
五
等
惺
門
諸
子
。
土
佐
有
谷
時
中
。
而
闇
斎
年
三
十
。
著
闢
異
。
在
持

軒
生
後
六
年
。
仁
斎
時
年
十
四
。
自
知
世
有
大
学
来
。
不
出
三
四
年
。
実
際
于
学
術
勃
興
之
機
運
。

而
天
生
此
奇
物【
06
裏
】於
大
阪
。
非
偶
然
也
。
/

注

一
…
持
軒
名
守
任
字
加
介
（
マ
マ
）（
助
）小
字
藤
松

二
…
守
香
著
節
用
集
一
部（
蛻
岩

（
マ
マ
）（
巖
））

三
…
伊
達
秀
宗
政
宗
長﹇
子
﹈慶
長
十
九
年
□（
嗣
？
）伊
予
国

四
…
□（
種
？
）子

【
書
き
下
し
文
】

五
井
持
軒

家
系
及
び
生
年

持
軒
の
行
状
、
蘭
洲
之
を
撰
し
、
伊
藤
東
涯
に
請
ひ
て
墓
碑
銘
を
作
る
。
其
の
文　

載
す
る
に『
紹

述
先
生
文
集
』に
在
り
。
持
軒
の
門
人
・
柳
川
牛
山
、
梁
蛻
巖
に
代
作
を
請
ひ
た
る「
持
軒
先
生
伝
」は

『
蛻
巖
集
』中
に
在
り
。
必
ず
し
も
贅
述
せ
ず
、
今
其
の
要
を
摘
る
。

左
大
臣
藤
原
魚
名
の
十
世
の
孫
な
る
、
民
部
大
輔
守
貞
の
弟
・
守
康
、
持
軒
の
祖
為
り
。
世
〻
和
州
の

五
井
戸
・
中
谷
・
辰
巳
の
三
邑
を
食
み
て
、
多
武
嶺
の
祠
事
を
奉
ず
。
永
禄
中
会た

ま
た
ま

兵
乱
に
遭
ひ
て
、
南

部
に
奔
り
、
因
り
て
焉
に
家
し
、
五
井
を
以
て
氏
と
為
す
。
其
の
江
戸
に
仕
ふ
る
者
、
井
戸
氏
を
称

す
る
と
云
ふ
。
井
戸
対
馬
守　

之
が
宗
為
り（
蛻
巖
）。

持
軒
の
祖
父
・
禅
久
、
諱
は
守
香
、
儒
術
を
崇
び
、
兼
ね
て
和
学
に
通
じ
、
詩
歌
を
善
く
す
。
幼
に
し

て
尊
朝
親
王
に
侍
す
。
蛻
巖
の
文
に
、「
尊
長
親
王
に
従
ひ
て
筆
法
を
得
」と
。
其
の
書
を
善
く
す
る
を

以
て
、
恩
遇
す
る
こ
と
甚
だ
渥
し
。
長
ず
る
に
及
び
て
或
い
は
大
阪
に
寓
し
、
或
い
は
江
戸
に
如
く
。

其
の
江
戸
に
在
る
や
、
豊
前
守
賀
古
某
、
之
を
幕
府
に
薦
む
る
も
、
疾
を
以
て
辞
す
。
伊
予
伊
達
侍

従
就
封
の
時
に
、
之
を
聘
す
る
も
、
亦
た
辞
す
。
乃
ち
其
の
長
子
・
宣
真
を
召
す
。
遂
に
大
阪
に
隠
居

す
る
は
、
蓋
し
慶
長
・
元
和
の
際
な
り
。
是
に
於
て
大
阪
に
文
学
の
種
子
有
り
。
後
に
持
軒
・
蘭
洲
を

其
の
家
に
生
ず
。
持
軒
の
日
本
紀
の
学
を
家
伝
す
る
は
、蓋
し
祖
父
・
守
香
の
流
風
な
り
。
禅
久
蓋
し

長
流
と
友
善
た
り
。
故
に
持
軒
も
亦
た
長
流
に
学
ぶ
か
。
此
の
事　

東
涯
の
墓
碑
に
載
せ
ず
。
惜
し
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惕
斎
篤
く
朱
学
を
信
ず
。
仁
斎
も
亦
た
始
め
宋
学
を
修
む
。
持
軒
の
学
知
る
可
き
な
り
。

益
軒
と
交
る
も
、
亦
た
未
だ『
大
疑
録
』を
著
さ
ざ
る
の
前
に
在
り
。

初
め
医
方
を
向
井
元
升「
行
状
」・
中
嶋
長
安
二
子
に
学
ぶ
。「
行
状
」に
い
ふ
、「
初
め
医
を
為
び
重
節
と
称
す
」

と
。「
碑
文
」に
い
ふ
、「
一
婦
人
を
療
す
に
、
方
剤
適
せ
ず
。
乃
ち
嘆
き
て
曰
は
く
、『
将
に
以
て
之
を

治
め
ん
と
し
て
、反
り
て
人
を
死
に
致
す
』と
。
遂
に
業
を
改
め
て
儒
と
為
る
」と
。「
行
状
」に
云

ふ
、「
山
崎
闇
斎
も
亦
た
一
時
の
儒
宗
た
り
。
乃
ち
往
き
て
之
に
見
え
ん
と
欲
し
、
之
を
益
軒
に

謀
る
に
、
益
軒
可
と
せ
ず
、
乃
ち
止
む
。

時
に
備
陽
侯
方
に
儒
術
を
隆
推
し
、
孔
廟
を
建
て
、
教
館
を
設
け
、
逢
掖　

輻
湊
す
。
是
に
於

て
備
に
如ゆ

く
。
然
れ
ど
も
意
喜
ば
ざ
る
有
り
、
復
た
京
師
に
反
る
。
留
学
凡
そ
十
数
年
其
れ
或
い

は
蕃
山
を
見
る
か
、
蕃
山
明
暦
三
年
を
以
て
備
を
去
り
京
に
入
る
。
寛
文
九
年
明
石
よ
り
岡
山
に
入
る
。

寛
文
十
年
、
業
成
り
大
阪
に
帰
る
」と
。
時
に
年
三
十
な
り
。

補
注

1
…「
五
井
先
生
伝
」に
は「
志
於
和
歌
」と
あ
る
。

2
…「
五
井
先
生
伝
」に
は「
下
河
部
長
流
」と
あ
る
。
引
用
に
際
し
て
天
囚
が「
下
河
辺
」に
修
正
し
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

3
…『
紹
述
先
生
文
集
』所
収
の「
持
軒
先
生
五
井
君
墓
碑
銘
」（
以
下
、「
墓
碑
銘
」と
呼
ぶ
。
そ
の
本

文
は
、
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
総
合
図
書
館
の
懐
徳
堂
文
庫
碩
園
記
念
文
庫
所
蔵
本
、
す
な
わ
ち

西
村
天
囚
の
旧
蔵
本
に
よ
る
。）に
お
い
て
は
、
そ
の
本
文
は「
松
下
見
林
」で
は
な
く「
松
下
」で
あ

り
、「
松
下
」の
右
に
天
囚
が
朱
筆
に
て「
見
林
」と
書
き
添
え
て
い
る
。
同
様
に
、「
貝
原
二
先
生
」の

右
に
も
朱
筆
に
て「
益
軒
恥
軒
」と
書
き
添
え
ら
れ
、
か
つ
頭
注
に「
行
状
貝
原
玄
湛
/
或
云
非
恥

軒
而
存
参
也
」と
あ
る
。

4
…「
墓
碑
銘
」に
従
い「
者
」字
を
補
う
。

5
…「
墓
碑
銘
」に
は
、「
初
学
医
方
於
向
井
元
升
中
嶋
長
安
二
子
療
一
婦
人
方
剤
不
適
乃
嘆
曰
将
以

治
人
反
致
人
死
遂
改
業
為
儒
」と
あ
る
。
ま
た「
行
状
」に
は
、「
又
学
医
方
于
向
井
元
升
」、「
治
一
病

婦
。
薬
方
不
適
。
乃
嘆
曰
。
本
欲
治
人
。
今
将
害
之
。
辜
無
所
。
遂
為
儒
」と
あ
る
。

《
四
》

　
　

教
授
及
ひ
礼
聘
/

伝
云
。
退
而
講
道
大
阪
。
数
十
年
。
負
笈
者
不
絶
。
先
生
常
謂
人
。
得
能
通
四
子
。
可
以
識
宇
宙
第

一
理﹇
補□
1
﹈。
乃
行
而
躬
焉
。
則
天
下
能
事
畢
矣
。
以
故
説
書
。
循
環
学
庸
語
孟
。
未
嘗
及
他
（
マ
マ
）﹇
侘
﹈

﹇
補□
2
﹈。
此
方
坊
間
諸
賈
。
命
其
業
曰
某
屋
。
如
所
謂
茶
屋
酒
屋
之
類
。
摂
人
戯
目
先
生
。
謂
四
書

屋
加
助
云
。
四
書
屋
加
助
之
名
尤
已
大
阪
人
之
真
面
目﹇
。﹈
/

行
状
云
。
都
人
士
稍
知
読
書
嚮
義
方
。
今
学
者
雖
有
朱
王
古
学
之
異
。
然
皆
出
于
君
門
。
君
之
功
為

多
矣

（
マ
マ
）﹇

補□
3
﹈。
/

行
状
云
。
態
度
不
凡
。
為
父
祖
鍾
愛
。
成
童
志
於
学
。
負
笈
之
京
師
。
其
成
童
為
明
暦
元
年
。
如
竹
以
此
歳
歿
。/

蛻
岩
（
マ
マ
）（
巖
）集
云
。
先
生
同
禅
休
居
。
習
読
写
。
稍
長
。
志﹇
於
﹈和
歌﹇
補□
1
﹈。
受
業
下
河
辺﹇
補□
2
﹈

長
流
。
聞
万
葉
古
今
等
要
義
。
既
入
洛
。
与
当
時
諸
名
儒
。
研
窮
程
朱
之
学
。
/

持
軒
入
洛
。
游
伊
藤
仁
斎
中
村
惕
斎
二
先
生
之
門
。
持
軒
少
於
仁
斎
十
五
歳
。
仁
斎
唱
古
学
。
号
古
義
堂
。

在
三
十
六
時
。
東
涯
行
状
持
軒
当
是
二
十
一
二
。
惕
斎
生
於
寛
永
六
年
。
長
於
持
軒
十
二
歳
。
/

持
軒
以
十
五
入
洛
。
則
仁
斎
三
十
学
風
未
一
変
。
惕
斎
時
年
二
十
七
也
。（
碑
文
云
逮
成
童
游
学
在
都
）/

【
07
表
】行
状
云
。
与
貝
原
玄
湛
存
齋
名
元
瑞
（
マ
マ
）、
益
軒
、
松
下
見
林
、
諸
先
生
友
善
。
/

碑
文
云
。
其
所
尊
信
者
。
仲
村
惕
斎
先
生
。
而
先
子
亦
与
焉
。
貝
原
二
先
生
。
益
軒
恥
軒
及
松
下
見（
マ
マ
）林
。

栗
栖
八
尾
等
諸
老﹇
補□
3
﹈。
皆
其
所
友
善﹇
者
﹈也﹇
補□
4
﹈。
益
軒
長
於
持
軒
十
一
歳
。
/

惕
斎
篤
信
朱
学
。
仁
斎
亦
始
修
宋
学
。
持
軒
之
学
可
知
也
。
与
益
軒
交
。
亦
在
未
著
大
疑
録
之

前
。
/

初
学
医
方
於
向
井
元
升
。
行
状
中
嶋
長
安
二
子
。
行
状
初
為
医
称
重
節
。
碑
文
療
一
婦
人
。
方
剤
不

適
。
乃
嘆
曰
。
将
以
活﹇
治
﹈之
。
反
致
人
死
。
遂
改
業
為
儒﹇
補□
5
﹈。
/

行
状
云
。
山
崎
闇
斎
亦
一
時
儒
宗
。
乃
欲
往
見
之
。
謀
之
益
軒
。
益
軒
不
可
乃
止
。
/

時
備
陽
侯
方
隆
推
儒
術
。
建
孔
廟
。
設
教
館
。
逢
掖
輻
湊
。
於
是
如
備
。
然
意
有
不
喜
。
復
反
京
師
。

留
学
凡
十
数
年
其
或
見
蕃
山
乎
蕃
山
以
明
暦
三
年
去
備
入
京
寛
文
九
年
自
赤
（
マ
マ
）

石
入
岡
山
。【
07
裏
】寛
文
十
年
。業
成
歸

大
阪
。
時
年
三
十
矣
。
/

【
書
き
下
し
文
】

修
学　

其
の
師
承

「
行
状
」に
云
ふ
、「
態
度
凡
な
ら
ず
、
父
祖
の
鍾
愛
と
為
る
。
成
童
に
し
て
学
に
志
す
。
笈
を

負
ひ
て
京
師
に
之
く
」と
。
其
の
成
童
た
る
は
明
暦
元
年
為
り
。
如
竹
此
の
歳
を
以
て
歿
す
。

『
蛻
巖
集
』に
云
ふ
、「
先
生
禅
休
と
同と
も

に
居
り
、
読
写
を
習
ふ
。
稍
長
じ
て
、
和
歌
に
志
し
、

業
を
下
河
辺
長
流
に
受
け
、
万
葉
古
今
等
の
要
義
を
聞
く
。
既
に
し
て
洛
に
入
り
、
当
時
の
諸

名
儒
と
、
程
朱
の
学
を
研
窮
す
」と
。

持
軒　

洛
に
入
り
て
、
伊
藤
仁
斎
・
中
村
惕
斎
二
先
生
の
門
に
游
ぶ
。
持
軒
仁
斎
よ
り
少
き
こ
と
十
五

歳
な
り
。
仁
斎
古
学
を
唱
へ
て
、
古
義
堂
と
号
す
る
こ
と
三
十
六
の
時
に
在
り
、
東
涯「
行
状
」持
軒

当
に
是
れ
二
十
一
・
二
な
る
べ
し
。
惕
斎
寛
永
六
年
に
生
ま
れ
、持
軒
よ
り
長
ず
る
こ
と
十
二
歳

な
り
。

持
軒
十
五
を
以
て
洛
に
入
れ
ば
、
則
ち
仁
斎
三
十
に
し
て
学
風
未
だ
一
変
せ
ず
。
惕
斎
時
に
年

二
十
七
な
り
。（「
碑
文
」に
云
ふ
、「
成
童
に
逮
び
て
游
学
し
て
都
に
在
り
」と
。）

「
行
状
」に
云
ふ
、「
貝
原
玄
湛
存
齋
、
名
は
元
端
、
益
軒
、
松
下
見
林
、
諸
先
生
と
友
善
た
り
」と
。

「
碑
文
」に
云
ふ
、「
其
の
尊
信
す
る
所
の
者
は
、
仲
村
惕
斎
先
生
に
し
て
、
先
子
も
亦
た
焉
に

与
す
。
貝
原
二
先
生
益
軒
恥
軒
、
及
び
松
下
・
栗
栖
・
八
尾
等
の
諸
老
は
、
皆
其
の
友
善
た
る
所
の

者
な
り
」と
。
益
軒
持
軒
よ
り
長
ず
る
こ
と
十
一
歳
。
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「
伝
」に
云
ふ
、「
保
科
源
君
に
会
す
。
信
州
高
遠
な
り
。
大
阪
城
番
為
る
に
、先
生
を
召
し
て
大
学
首

節
を
講
ぜ
し
む
。
詞
辯
條
暢
、
至
誠
人
を
動
か
す
。
君
大
い
に
悦
び
、
乃
ち
登
庸
す
る
こ
と
を

図
る
も
、
肯
ぜ
ず
」と
。
此
の
事
或
い
は
本
多
侯
の
前
に
在
り
。

注

一
…『
先
哲
叢
談
』曰
は
く
、「
此
の
地
文
学
の
興
る
は
、
持
軒
を
以
て
首
と
為
す
」と
。

補
注

1
…「
五
井
先
生
伝
」に
は「
宙
宙
」と
あ
る
が
、『
先
哲
叢
談
』の
引
用
も「
宇
宙
」で
あ
る
。

2
…「
五
井
先
生
伝
」に
は
、「
他
」で
は
な
く
、「
侘
」と
あ
る
。

3
…「
行
状
」に
は
、
文
末
の「
矣
」が
な
い
。

4
…「
復
五
井
生
書
」は
、
服
部
南
郭『
南
郭
集
』二
編
所
収
の「
報
五
井
生
」を
指
す
。

5
…「
五
井
先
生
伝
」に
は
、「
門
人
吉
田
知
行
、
為
本
多
能
登
侯
講
官
。
侯
好
学
、
聞
先
生
名
。
因
知

行
招
之
。
一
見
乃
嘆
、
服
待
以
師
賓
、
又
不
肯
。」（
門
人
吉
田
知
行
、
本
多
能
登
侯
の
講
官
為
り
。

侯
学
を
好
み
、
先
生
の
名
を
聞
く
。
因
り
て
知
行
之
を
招
く
。
一
見
し
て
乃
ち
嘆
じ
、
服
待
す
る

に
師
賓
を
以
て
す
る
も
、
又
た
肯
ん
ぜ
ず
。）と
あ
る
。

6
…『
鶏
肋
篇
』所
収
の「
持
軒
先
生
行
状
」に
は「
修
聘
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の「
使
」字
は
衍
字
と

思
わ
れ
る
。

7
…「
行
状
」に
従
い
、「
乃
」字
を
補
う
。

《
五
》

　
　

学
説
/

行
状
云
。
其
学
正
大
。
不
為
支
离
恍
惚
之
説
。
欲
人
易
入
易【
08
裏
】行
。
故
其
示
人
也
簡
。
聞
者
以
為

疎
。
退
而
念
之
。
各
中
肯
綮
。
終
必
信
之
。
初
専
従
朱
学﹇
注
一
﹈。
脱
不
悉
従
。
曰
。
宋
儒
之
説
。

精
則
精
矣
。
雖
然
性
岐
理
気
。
則
非
孟
子
之
旨
矣
。
夫
形
色
天
性
也
。
目
視
耳
聴
。
手
持
足
行
。
豈

為
置
之
性
外
以
有
不
善
也﹇
補□
1
﹈。
又
非
謂
億
万
人
中
或
有
一
不
善
性
也
。
非
唯
人
為
然
。
天
地
万

物﹇
性
﹈﹇
補□
2
﹈皆
善
也
。
祗
皆
善
。
而
善
有
優
劣
已
。
優
者
易
於
為
善
。
劣
者
易
於
為
悪
。
未
始
有

善
悪
相
反
者
也
。
故
曰
性
相
近
也
。
習
相
遠
也﹇
補□
3
﹈。
其
優
之
大
者
。
謂
之
上
智
。
劣
之
甚
者
。

謂
之
下
愚
。
上
智
進
善
。
下
愚
之
悪
。
又
未
始
有
善
悪
相
反
者
也
。
故
曰
。
上
智
与
下
愚
不
移﹇
補□

4
﹈。
即
認
劣
以
為
悪
。
猶
認
過
以
為
悪
也
。
性
中
豈
容
悪
字
乎
。
至
其
謂
説
性
以
程
子
為﹇
詳
﹈﹇
補□

5
﹈悉
。
孟【
09
表
】子
未
免
少
有
疎
処
。
則
予
所
不
信﹇
補□
6
﹈。
熟
読
孟
子
七
篇
。
則
聖
人
之
道
不
難

知
。
天
下
之
事
莫
可
疑
。
唯
憾
学
者
不
深
知
孟
子
而
已
。
然
講
経
子
。
率
従
新
注
。
門
人
親
炙
者
。

粗
示
其
説
已
。
/

碑
文
云
。
初
宗
朱
子
之
学
。
極
其
尊
信
。
晩
年
稍
有
従
違﹇
補□
7
﹈。
論
性
専
就
気
質
為
説
。
然
其
授

徒
。
不
務
辨
駁
。
略
述
大
旨
。
属
纊
前
一
日
。
召﹇
一
﹈﹇
補□
8
﹈門
人
将
遺
嘱
。
舌
噤
不
能﹇
言
﹈乃
援

碑
文
云
。
府
下
人
士
講
学
者
罕
。
先
生
訓
誘
多
年
。
人
知
郷
義﹇
注
一
﹈。
/

【
08
表
】服
南
郭
復
（
マ
マ
）﹇
報
﹈五
井
生
書
云﹇
補□
4
﹈。
在
昔
尊
翁
先
生
。
唱
道
浪
華
。
海
内
景
仰
久
矣
。
/

行
状
云
。
門
人
吉
田
理
平
。（
名
知
行
出
于
伝﹇
。﹈）﹇
補□
5
﹈以
文
学
仕
于
郡
山
本
多
侯
。
毎
称
君
之
学
行
。

乃
修
聘
使
（
マ
マ
）﹇
補□
6
﹈。
使
理
平
来
迎
。
待
以
客
礼
。
/

碑
文
云
。
本
多
能
州
侯
時
鎮
和
州
郡
山
。
聞
其
名
行
。
聘
致
之
。
晩
年
之
事﹇
。﹈
/

行
状
云
。
謙
遊
自
牧
。
不
昂
然
敢
居
於
師
位
。
即
有
人
問
。
某
先
生
門
人
乎
。﹇
乃
﹈答
曰﹇
補□
7
﹈。
是

余
所
友
善
。
未
嘗
曰
門
人
。
/

伝
云
。
会
保
科
源
君
。
信
州
高
遠﹇
。﹈為
大
阪
城
番
。
召
先
生
講
大
学
首
節
。
詞
辯
條
暢
。
至
誠
動
人
。

君
大
悦
。
乃
図
登
庸
。
不
肯
。
此
事
或
在
本
多
侯
之
前﹇
。﹈
/

注

一
…
先
哲
叢
談
曰
。
此
地
文
学
之
興
。
以
持
軒
為
首
。

【
書
き
下
し
文
】

　
　
　
　

教
授
及
ひ
礼
聘

「
伝
」に
云
ふ
、「
退
き
て
道
を
大
阪
に
講
ず
る
こ
と
数
十
年
、
笈
を
負
ふ
者
絶
え
ず
。
先
生
常
に

人
に
謂
ふ
、『
能
く
四
子
に
通
ず
る
を
得
ば
、
以
て
宇
宙
第
一
理
を
識
る
べ
し
。
乃
ち
行
ひ
て
焉

を
躬
ら
せ
ば
、
則
ち
天
下
能
事
畢
る
』と
。
故
を
以
て
書
を
説
く
に
、
学
庸
語
孟
を
循
環
し
て
、

未
だ
嘗
て
他
に
及
ば
ず
。
此
の
方
の
坊
間
の
諸
賈
、
其
の
業
に
命
け
て
某
屋
と
曰
ふ
。
所
謂
茶

屋
酒
屋
の
類
の
如
き
な
り
。
摂
人
戯
れ
に
先
生
を
目
し
て
、四
書
屋
加
助
と
謂
ふ
と
云
ふ
」と
。

四
書
屋
加
助
の
名
、
尤
も
な
る
の
み
。
大
阪
人
の
真
面
目
な
り
。

「
行
状
」に
云
ふ
、「
都
の
人
士
稍
書
を
読
み
て
義
方
に
嚮
ふ
を
知
る
。
今
の
学
者　

朱
・
王
・
古
学

の
異
有
り
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
皆
君
の
門
よ
り
出
づ
。
君
の
功
も
て
多
と
為
す
」と
。

「
碑
文
」に
云
ふ
、「
府
下
の
人
士
に
学
を
講
ず
る
者
罕
な
り
。
先
生
訓
誘
す
る
こ
と
多
年
、
人
義

に
郷む
か

ふ
こ
と
を
知
る
」と
。

服
南
郭
の「
五
井
生
に
報
ず
」の
書
に
云
ふ
、「
在
昔
、
尊
翁
先
生
、
道
を
浪
華
に
唱
へ
て
、
海
内

景
仰
す
る
こ
と
久
し
」と
。

「
行
状
」に
云
ふ
、「
門
人
吉
田
理
平（
名
は
知
行
、「
伝
」に
出
づ
。）、文
学
を
以
て
郡
山
本
多
侯
に
仕
へ
、

毎
に
君
の
学
行
を
称
す
。
乃
ち
聘
を
修
め
て
、
理
平
を
し
て
来
迎
せ
し
め
、
待
す
る
に
客
礼
を

以
て
す
」と
。

「
碑
文
」に
云
ふ
、「
本
多
能
州
侯
、
時
に
和
州
郡
山
を
鎮
す
。
其
の
名
行
を
聞
き
て
、
之
を
聘
致

す
」と
。
晩
年
の
事
な
り
。

「
行
状
」に
云
ふ
、「
謙
遊
自
牧
た
り
て
、
昂
然
と
し
て
敢
へ
て
師
位
に
居
ら
ず
。
即
ち
人
の
問
ふ

こ
と
有
り
、『
某
は
先
生
の
門
人
か
』と
。
乃
ち
答
へ
て
曰
は
く
、『
是
れ
余
の
友
善
た
る
所
な
り
。

未
だ
嘗
て
門
人
と
曰
は
ず
』と
」と
。

翻刻　西村天囚著『懐徳堂考之一』（その一） 78



注

一
…『
先
哲
叢
談
』に
云
ふ
、「
初
め
宋
儒
を
宗
と
し
、
晩
に
見
る
所
有
り
て
拘
守
せ
ず
。
其
の
性
を
論

ず
る
が
如
き
、
専
ら
気
を
以
て
説
を
為
す
と
云
ふ
」と
。
是
れ
碑
文
に
拠
る
者
な
り
。

二
…
持
軒
争
辯
を
好
ま
ず
。

補
注

1
…
こ
の
あ
た
り
の
罫
紙
上
部
に
、「
持
軒
学
風
」と
朱
筆
で
記
し
た
付
箋
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。

2
…「
行
状
」に
従
い「
性
」字
を
補
う
。

3
…『
論
語
』陽
貨
篇
に「
子
曰
、『
性
相
近
也
、
習
相
遠
也
。』」と
あ
る
。

4
…『
論
語
』陽
貨
篇
に「
子
曰
、『
唯
上
知
与
下
愚
不
移
。』」と
あ
る
。

5
…「
行
状
」に
従
い「
詳
」字
を
補
う
。

6
…「
説
性
以
程
子
為
詳
悉
。
孟
子
未
免
少
有
疎
処
。」と
の
持
軒
の
言
が
、
具
体
的
に
何
を
踏
ま
え
て

い
る
の
か
は
不
明
。『
朱
子
語
類
』「
性
理
一
・
人
物
之
性
気
質
之
性
」に
あ
る「
孟
子
之
論
、
尽
是
説
性

善
。
至
有
不
善
、
説
是
陥
溺
、
是
説
其
初
無
不
善
、
後
来
方
有
不
善
耳
。
若
如
此
、
卻
似
論
性
不
論

気
、
有
些
不
備
。
卻
得
程
氏
説
出
気
質
来
接
一
接
、
便
接
得
有
首
尾
一
斉
円
備
了
。」（
孟
子
の
論
、

尽
く
是
れ
性
の
善
な
る
を
説
く
。
不
善
有
る
に
至
り
て
は
、
是
れ
陥
溺
な
り
と
説
く
。
是
れ
其
の

初
め
に
不
善
無
く
、
後
来
方
に
不
善
有
る
を
説
く
の
み
。
若
し
此
く
の
如
く
ん
ば
、
卻
て
性
を
論

じ
て
気
を
論
ぜ
ず
、
些
さ
か
備
は
ら
ざ
る
有
る
に
似
た
り
。
卻
て
程
氏
の
気
質
を
説
出
し
て
来
り

て
、
接
一
接
を
得
て
、
便
ち
接
し
得
て
首
尾
一
斉
円
備
し
有
り
て
了
る
。）を
踏
ま
え
た
も
の
か
。

7
…「
違
」字
に
は
傍
点
が
附
さ
れ
て
い
な
い
。

8
…「
碑
文
」に
従
い「
一
」字
を
補
う
。

9
…「
碑
文
」に
従
い「
言
」字
を
補
う
。

《
六
》

　
　

著
述
/

行
状
云
。
香
室
君﹇
補□
1
﹈従
容
曰
。
世
儒
多
著
書
。
以
貽
後
世
者
。
而
夫
君
独
無
焉
。
則
何
也
。
曰
。

此
非
卿
所
知
也
。
聖
経
已
明
之
。
賢【
09
裏
】伝
又
継
之
。
著
書
則
徒
贅
焉
耳
。
/

伝﹇
行
状
﹈云﹇
補□
2
﹈。
家
伝
日
本
紀﹇
学
﹈及
和
語
説
。
修
之
精
詳
。
不
雑
怪
誕
不
経
之
説
。
受
和
歌

長
龍﹇
流
﹈氏
。
題
咏
数
百
首
。
不
苦
心
雕﹇
彫
﹈刻
。
得
趣
即
為
。
敏
捷
如
響
。
/

碑
文
云
。
又
嗜
和
歌
。
不
務
琱
鏤
。
敏
而
有
理
。
/

　
　

咏
草
無
一
存
者
。
蓋
享
保
九
年
大
阪
大
火
。
稿
本
皆
焚﹇
。﹈﹇
注
一
﹈
/

　
　
　

注

一
…
咏
□（
懐
）□（
詩
）云
口
沢
兼
手
沢
焚
蕩
一
無
遺﹇
補□
3
﹈。

筆﹇
補□
9
﹈。
臥
書
曰
。
勿
与
偏
執
者
争
辨
。
行
状
云
謹
勿
与
固
乎
朱
学
者
会
。﹇
注
二
﹈唯
肆
罵
詈
。
無
益
於

已
。
/

注

一
…
先
哲
叢
談
云
初
宗
宋
儒
晩
有
所
見
不
拘
守
如
其
論
性
専
以
気
為
説
云
是
據
碑
文
者

二
…
持
軒
不
好
争
辯

【
書
き
下
し
文
】

　
　

学
説

「
行
状
」に
云
ふ
、「
其
の
学
正
大
に
し
て
、
支
离
恍
惚
の
説
を
為
さ
ず
。
人
の
入
り
易
く
行
ひ
易

か
ら
ん
こ
と
を
欲
す
。
故
に
其
の
人
に
示
す
や
簡
に
し
て
、
聞
く
者
以
て
疎
と
為
す
も
、
退
き
て
之

を
念
へ
ば
、
各
お
の
肯
綮
に
中
り
、
終
に
必
ず
之
を
信
ず
。
初
め
専
ら
朱
学
に
従
ふ
も
、
脱
し
て
悉

く
は
従
は
ず
。
曰
は
く
、『
宋
儒
の
説
、
精
な
る
は
則
ち
精
。
然
り
と
雖
も
性
も
て
理
気
に
岐わ

か

つ
は
、

則
ち
孟
子
の
旨
に
非
ず
。
夫
れ
形
色
は
天
性
な
り
。
目
の
視
、
耳
の
聴
き
、
手
の
持
ち
、
足
の
行
く

は
、
豈
に
之
を
性
の
外
に
置
き
て
以
て
不
善
有
り
と
為
さ
ん
や
。
又
た
億
万
人
中
に
或
い
は
一
の
不

善
の
性
有
り
と
謂
ふ
に
非
ざ
る
な
り
。
唯
だ
人
の
み
然
る
と
為
す
に
非
ず
。
天
地
万
物
の
性
皆
善
な

り
。
祗
だ
皆
善
に
し
て
、
善
に
優
劣
有
る
の
み
。
優
る
者
は
善
を
為
し
易
く
、
劣
る
者
は
悪
を
為
し

易
し
。
未
だ
始
め
よ
り
善
悪
の
相
反
す
る
者
有
ら
ざ
る
な
り
。
故
に
曰
は
く
、「
性
相
ひ
近
き
な
り
。

習
ひ
相
ひ
遠
き
な
り
」と
。
其
の
優
な
る
こ
と
大
な
る
者
、之
を
上
智
と
謂
ふ
。
劣
な
る
こ
と
の
甚
だ

し
き
者
、
之
を
下
愚
と
謂
ふ
。
上
智
は
善
に
進
み
、
下
愚
は
悪
に
之
く
。
又
た
未
だ
始
め
よ
り
善
悪

の
相
反
す
る
者
有
ら
ざ
る
な
り
。
故
に
曰
は
く
、「
上
智
と
下
愚
と
は
移
ら
ず
」と
。
即
ち
劣
の
以
て
悪

を
為
す
を
認
む
る
こ
と
、
猶
ほ
過
ち
の
以
て
悪
を
悪
す
を
認
む
る
が
ご
と
き
な
り
。
性
中
に
豈
に
悪

の
字
を
容
れ
ん
や
。
其
の
性
を
説
く
こ
と
程
子
を
以
て
詳
悉
と
為
し
、
孟
子
は
未
だ
少
し
く
疎
処
有

る
を
免
れ
ず
と
謂
ふ
に
至
れ
ば
、
則
ち
予
の
信
ぜ
ざ
る
所
な
り
。『
孟
子
』七
篇
を
熟
読
す
れ
ば
、
則
ち

聖
人
の
道
知
り
難
か
ら
ず
。
天
下
の
事
疑
ふ
べ
き
莫
し
。
唯
だ
学
者
の
不
深
く
孟
子
を
知
ら
ざ
る
を

憾
む
の
み
』と
。
然
し
て
経
子
を
講
ず
る
は
、
率お

ほ
む
ね
新
注
に
従
ふ
。
門
人
の
親
炙
す
る
者
に
、
粗ほ
ぼ

其
の

説
を
示
す
の
み
」と
。

「
碑
文
」に
云
ふ
、「
初
め
朱
子
の
学
を
宗
と
し
て
、
其
の
尊
信
を
極
む
る
も
、
晩
年
稍
従
違
す
る
有

り
、
性
を
論
ず
る
に
専
ら
気
質
に
就
き
て
説
を
為
す
。
然
し
て
其
の
徒
に
授
く
る
に
、
辨
駁
を
務
め

ず
し
て
、
略
大
旨
を
述
ぶ
。
属
纊
の
前
一
日
、
一
門
人
を
召
し
て
、
将
に
遺
嘱
せ
ん
と
す
る
も
、
舌

噤つ
ぐ

み
て
言
ふ
こ
と
能
は
ず
、
乃
ち
筆
を
援
り
て
、
臥
し
て
書
し
て
曰
は
く
、『
偏
執
の
者
と
争
辨
す
る

こ
と
勿
れ
。「
行
状
」に
云
ふ
、「
謹
し
み
て
固
乎
た
る
朱
学
者
と
会
す
る
勿
れ
」と
。
唯
だ
罵
詈
を
肆
に
し
て
、
己
に
益

無
し
』と
」と
。
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行
状
云
。
壮
時
（
マ
マ
）（
年
）﹇
補□
8
﹈家
不
甚
貧
。
碑
文
壮
時
家
道
饒
阜
。
然
而
不
蓄
一
銭
。
以
計
後
事
。
即

有
餘
貲
。
諸
宗
兄
弟
。
分
挈
以
去
。
亦
不
省
。
為
親
眷
所
掩
而
不
問
。
蘭
洲
咏
懐
詩
云﹇
補□
9
﹈。
咨

余
遭
家
難
。
屯
邅
童
丱
時
。
及
晩
遂
被
窘
迫
。
行
状
云
。
老
而
益
貧
。
曰
。
人
以
誼
通
財
。
斯
受
之

已
。
否
則
凍
餒
固
其
所
也
。
其
於
富
貴
利
達
也
。
如
浮
雲
度
空
。
未
嘗
覩
憂
戚
之
色﹇
補□
10
﹈。﹇
碑
文

云
、﹈﹇
補□
11
﹈乃
曰
。
若
無
人
相
恤
則
死
耳
。
淡
泊
自
守
晏
如
也﹇
注
二
﹈。
蘭
洲
遺
稿﹇
補□
12
﹈曰
。
江

戸
余
友
有
二
宮
八
郎
右
衛
門
者
。
輪
執
斎
門
人
也
。
嘗
仕
篠
山
侯
。
諫
不
納
而
去
。
視
執
斎
。
令
其

子
為
富
商
。
大
村【
11
表
】家
義
子
。
愛
其
財
。
家
道
饒
給
。
乃
減
声
価
。
歎
曰
。
儒
士
唯
宜
夫
婦
相

対
者
也
。
蓋
謂
婢
妄
奴
僕
之
不
衆
也
。
余
先
人
老
。
予
毋
与
一
老
婢
同
執
爨
。
益
貧
。
教
授
不
懈
。

常
云
。
朋
友
以
通
財
之
誼
賑
我
。
斯
受
之
而
已
。
若
夫
無
之
。
凍
餒
固
其
所
矣
。
亦
無
□（
営
？
）生

之
意
。﹇
注
三
﹈﹇
注
四
﹈
/

持
軒
八
十
時
。
門
人
寿
之
清
水
酒
楼
。
家
之
成
或
在
此
時
乎
。﹇
注
五
﹈
/

行
状
云
。
及
晩
節
門
人
構
室
。
請
君
為
終
焉
之
地
。
君
乃
開
径
。
雑
植
卉
木
。
灌
漑
娯
焉
。
鳥
山
芝

軒
為
晩
年
友
。
贈
詩
有
言
云
。
知
君
更
有
逍
遥
処
。
不
譲
堯
夫
安
楽
窩﹇
補□
13
﹈。
/﹇
注
六
﹈﹇
補□
14
﹈

注

一
…
執
斎
曰
古
心
古
貌
不
読
書
者
時﹇
或
﹈有
之
読
書
者
無
唯
天
資
是
用
。
絶
不
見
一
曲
意
一
矯
情
之

気
者
此
老
師
独
為
然
真
古
人
也（
行
状
）﹇
補□
15
﹈

二
…
行
状
云
。
又
曰
。
月
固
四
時
可
愛
。
而
暁
月
又
大
奇
。
月
夜
則
下
堂
。
曳
杖
徜
徉
。
且
歌
□（
且
）

笑
。
旁
若
無
人
。

三
…
伝
云
。
性
嗜
飲
。
又
喜
賞
残
月
。
毎
興
至
。
月
下
独
酌
。
咏
歌
以
為
楽
。

四
…
□
□
参
□（
承
？
）白
木
□

五
…
八
十
寿
宴
事
見
于
遺
稿
三
輪
執
斎
贈
和
歌
亦
此
時
也
。（
ひ
に
そ
ひ
て
高
□（
ぞ
）□（
仰
）く
学
ひ

得
し
心
の
□
も
尽
ぬ
齢
も
）

六
…
□（
享
）□（
保
）巷
談
。
宅
万
年
京
師
人
。
正
徳
末
移
居
大
阪
。
唱
陸
王
学
。
時
□（
有
）芳
野
屋
伝

右
衛
門
者
。
漆
商
也
。
元
従
予
先
人
学
。
先
人
家
貧
。
性
□（
嗜
）□（
囲
）□（
碁
）。
伝﹇
補□
16
﹈毎

訾
曰
。
不
治
生
。
嗜
棋
可
乎
。
万
年
亦
曰
。
持
軒
倦
於
学
。
□（
伝
）乃﹇
背
﹈従
万
年﹇
補□
17
﹈。
万

年
正
徳
末
僭
売
薬
。
家
頗
饒
給
。
伝
乃
曰
。
我
先
□（
生
）□（
智
）□（
也
）□（
哉
）。
然
万
年
亦
老
。

酷
嗜
将
棋
。
謡
曲
。
逢
人
強
対
之
不
倦
。
人
□（
蓋
）□（
厭
）之
。
使
伝
猶
在
。
其
必
背
宅
子
者
。

先
人
門
人
長
崎
克
之
。
□（
中
）□（
村
）□（
荘
）。
富
永
吉
。
平
野
新
。
加
藤
源
。
皆
従
宅
子
。
今

西
正
立
。
独
□（
守
）□（
旧
）業
。
憤
曰
。
万
年
設
術
奪
我
先
生
門
人
云
。（
中
略
）然
先
□（
人
）□

（
逢
）□（
人
）□（
必
）□（
称
）宅
子
。
毫
無
猜
忌
。
可
謂
楽
易
君
子
。
非
宅
子
所
得
窺
也
。（
遺
稿
）

/
□（
長
）崎
克
之
船
橋
四
郎
左
衛
門
富
永
吉
道
明
寺
屋
吉
左
衛
門
等
創
学
五
人
之
二﹇
。﹈
/

仲
基
後
作
説
蔽
為
石
菴
所
絶﹇
。﹈
/

【
書
き
下
し
文
】

　
　
　

著
述

「
行
状
」に
云
ふ
、「
香
室
君
従
容
し
て
曰
は
く
、『
世
儒
書
を
著
し
て
以
て
後
世
に
貽
す
者
多
し
。
而
れ

ど
も
夫
君
独
り
焉
無
し
。
則
ち
何
ぞ
や
』と
。
曰
は
く
、「
此
れ
卿
の
知
る
所
に
非
ざ
る
な
り
。
聖
経
已

に
之
を
明
ら
か
に
し
、
賢
伝
又
た
之
に
継
ぐ
。
書
を
著
す
は
則
ち
徒
だ
贅
焉
た
る
の
み
」と
。

「
行
状
」に
云
ふ
、「
日
本
紀
の
学
及
び
和
語
説
を
家
伝
す
。
之
を
修
む
る
こ
と
精
詳
に
し
て
、
怪
誕
不

経
の
説
を
雑
へ
ず
。
和
歌
を
長
流
氏
よ
り
受
く
。
題
咏
数
百
首
、
苦
心
彫
刻
せ
ず
し
て
、
趣
を
得
れ

ば
即
ち
為
る
。
敏
捷
な
る
こ
と
響
く
が
如
し
」と
。

「
碑
文
」に
云
ふ
、「
又
た
和
歌
を
嗜
む
。
琱
鏤
を
務
め
ず
、
敏
に
し
て
理
有
り
」と
。

　
　

咏
草
に
一
の
存
す
る
者
無
し
。
蓋
し
享
保
九
年
大
阪
大
火
あ
り
、
稿
本
皆
焚
く
。

注

一
…「
咏
懐
詩
」に
云
ふ
、「
口
沢　

手
沢
を
兼あ

は

せ
て
、
焚
蕩
し
て
一
も
遺
る
無
し
」と
。

補
注

1
…「
香
室
君
」は
、
持
軒
の
妻
・
香
河
氏
を
指
す
。

2
…「
伝
」は「
行
状
」の
誤
り
。
以
下
の
文
言
は
、「
五
井
先
生
伝
」に
は
無
く
、「
行
状
」に
あ
る
。

3
…「
咏
懐
詩
」は
、
五
井
蘭
洲
の「
詠
懐
詩
」（『
蘭
洲
遺
稿
』乾
巻
所
収
）を
指
す
。

《
七
》

　
　
　

人
物
徳
行
/

行
状
云
。
天
資
孝
謹
。
闔
族
式
之
。
当
浄
隠
君
之
疾
也
。
牀
下
有
溺
器
。
夫
越
之
。
君
尚
幼
。
大
驚
。

拝
而
移
之
。
○
浄
隠
君
碑
文
□（
無
）此
□（
事
？
）頗
信
浮
屠
。
君
為
再
閲
蔵
経
。
薦
抜
仏
会﹇
補□
1
﹈。
奉

命
為
赴
之
。
尽
其
歓
。
○
倹
素
自
守
。
碑
文
云﹇
補□
2
﹈簡
牘
往
来
。
常
揀
敗
紙
。
用
其
空
白
。
以
暴
殄

天
物
為
戒
。
衣
服
什
器
。
一
無
所
好﹇
補□
3
﹈。
/

【
10
表
】碑
文
云
。
天
資
坦
率
。
不
修
辺
幅
。
不
飾
辞
説
。
平
生
不
曾
言
人
之
悪
。
或
与
之
語
。
言
或

不
当
。
亦
不
斥
之
。
但
曰
。
某
所
不
解
。
閭
閻
鄙
俚
之
言
。
多
所
不
解
。
苟
及
問
学
。
誨
誘
懇
至
。

不
解
不
已
。
曾
謂
人
曰
。
某
胸
中
未
嘗
蓄
一
悪
念
。
又
曰
。
人
不
能
為
悪
者
也
。
有
一
書
生
遽
曰
。

吾
輩
不
能
然
。
先
生
正
色
曰
。
不
意
君
之
為
人
乃
爾
。
悪
若
可
作
。
試
為
之
。
/

行
状
云
。
樸
実
剛
直
。
淫
楽
俚
謡
。
聞
之
必
避
。
戯
場
倡
街
。
足
不
一
踏
。
雑
劇
不
敬
之
書
。
未
曾
接

目﹇
補□
4
﹈。
○
在
府
而
十
年
。
言
語
容
貌
。
視
之
不
改
其
初
。
人
以
為
難﹇
注
一
﹈。
郡
山
本
多
侯
。

以
是
歎
賞
焉
。
碑
文
云
。
本
多
侯
観
其
風
貌
古
朴﹇
補□
5
﹈。
歎
曰
。
難
波
之
土
。
風
尚
奢
侈
。
処
之

四
十
年
。
不
改
其
初
。
豈
常
人
乎
。
乃
請
講
論
語
。
詞
吐
朗
暢
。
辯
論
明
備
。
侯
大
悦
服
。
/

【
10
裏
】○
行
状
云
。
侯
顧
左
右
曰
。
我
聴
講
亦
多
矣
。
未
嘗
見
如
此
如
手
爬
痒
処
。
/

好
酒
好
棋（
行
状
）﹇
補□
6
﹈楷
正
偏
傍
。
無
草
書
乱
写
。
書
則
斉
整
部
帙﹇
補□
7
﹈。
/
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し
め
、
其
の
財
を
愛お

し
み
、
家
道
饒
給
た
り
て
、
乃
ち
声
価
を
減
ず
る
を
視
る
。
歎
じ
て
曰
は
く
、

『
儒
士
唯
だ
宜
し
く
夫
婦
相
対
す
る
者
た
る
べ
き
な
ら
ん
や
』と
。
蓋
し
婢
妾
奴
僕
の
衆
か
ら
ざ
る
を

謂
ふ
な
り
。
余
の
先
人
老
ゆ
る
に
、
予
一
老
婢
と
執
爨
同
じ
く
す
る
毋
く
、
益
ま
す
貧
た
る
も
、
教

授
す
る
こ
と
懈
ら
ず
、
常
に
云
ふ
、『
朋
友　

通
財
の
誼
を
以
て
我
を
賑に
ぎ

は
す
。
斯
ち
之
を
受
く
る
の

み
。
若
し
夫
れ
之
無
け
れ
ば
、
凍
餒
固
よ
り
其
の
所
な
り
』と
。
亦
た
生
を
営
む
の
意
無
し
」と
。

持
軒
八
十
の
時
、
門
人
之
を
清
水
酒
楼
に
寿
ぐ
。
家
の
成
る
は
、
或
い
は
此
の
時
に
在
る
か
。

「
行
状
」に
云
ふ
、「
晩
節
に
及
び
て
、
門
人
室
を
構
へ
、
君
に
終
焉
の
地
と
為
す
を
請
ふ
。
君
乃
ち
径

を
開
き
、
卉
木
を
雑
植
し
、
灌
漑
し
て
焉
を
娯
し
む
」と
。「
鳥
山
芝
軒
晩
年
の
友
為
り
。
詩
を
贈
る
に

言
有
り
て
云
ふ
、『
君
の
更
に
逍
遥
の
処
有
る
を
知
る
。
譲
ら
ざ
ら
ん
堯
夫
の
安
楽
窩
に
』と
」と
。

注

一
…
執
斎
曰
く
、「
古
心
古
貌
な
る
は
、
書
を
読
ま
ざ
る
者
に
は
時
に
或
い
は
之
有
る
も
、
書
を
読
む

者
に
は
無
し
。
唯
だ
天
資
是
れ
用
ひ
て
、
絶
え
て
一
曲
意
一
矯
情
の
気
を
見
ざ
る
者
は
、
此
の
老

師
独
り
然
り
と
為
す
。
真
の
古
人
な
り
」と（「
行
状
」）。

二
…「
行
状
」に
云
ふ
、「
又
た
曰
は
く
、『
月
は
固
よ
り
四
時
愛
づ
べ
く
し
て
、
暁
月
又
た
大
い
に
奇
な

り
。
月
夜
は
則
ち
堂
よ
り
下
り
て
、
杖
を
曳
き
て
徜
徉
す
。
且
つ
歌
ひ
且
つ
笑
ひ
、
旁
人
無
き
が

若
し
』と
」と
。

三
…「
伝
」に
云
ふ
、「
性
飲
む
を
嗜
む
。
又
た
残
月
を
賞
す
る
を
喜
ぶ
。
興
至
る
毎
に
、月
下
独
酌
し
、

咏
歌
し
て
以
て
楽
し
み
と
為
す
」と
。

四
…
□
□
参
□（
承
？
）白
木
□

五
…
八
十
寿
宴
の
事
は
、
遺
稿
に
見
ゆ
。
三
輪
執
斎
和
歌
を
贈
る
も
亦
た
此
の
時
な
り
。（
ひ
に
そ
ひ

て
高
□（
ぞ
）□（
仰
）く
学
ひ
得
し
心
の
□
も
尽
ぬ
齢
も
）

六
…
享
保
の
巷
談
に
、宅
万
年
京
師
の
人
、正
徳
の
末
に
居
を
大
阪
に
移
し
て
、陸
王
学
を
唱
ふ
。
時

に
芳
野
屋
伝
右
衛
門
な
る
者
有
り
。
漆
商
な
り
。
元
予
の
先
人
に
従
ひ
て
学
ぶ
。
先
人
家
貧
し
。

性
囲
碁
を
嗜
む
。
伝
毎
に
訾そ

し

り
て
曰
は
く
、「
生
を
治
め
ず
し
て
棋
を
嗜
む
は
、可
な
る
か
」と
。
万

年
も
亦
た
曰
は
く
、「
持
軒
学
に
倦
む
」と
。
伝
乃
ち
背
き
て
万
年
に
従
ふ
。
万
年
正
徳
の
末
に
僭お
か

し

て
薬
を
売
り
、家　

頗
る
饒
給
た
り
。
伝
乃
ち
曰
は
く
、「
我
が
先
生
智
な
ら
ん
や
」と
。
然
し
て
万

年
も
亦
た
老
ゆ
る
に
、
酷は
な
は

だ
将
棋
・
謡
曲
を
嗜
み
、
人
に
逢
ふ
に
之
に
対
す
る
を
強
ひ
て
倦う

ま
ず
。

人
蓋
し
之
を
厭い
と

ふ
。
伝
を
し
て
猶
ほ
在
ら
し
む
れ
ば
、
其
れ
必
ず
宅
子
に
背
く
者
た
ら
ん
。
先
人

の
門
人
・
長
崎
克
之
・
中
村
荘
・
富
永
吉
・
平
野
新
・
加
藤
源
、
皆
宅
子
に
従
ふ
。
今
西
正
立
、
独
り
旧

業
を
守
り
、
憤
り
て
曰
は
く
、「
万
年
術
を
設
け
て
我
が
先
生
の
門
人
を
奪
ふ
と
云
ふ
」と
。（
中
略
）

然
れ
ど
も
先
人
人
に
逢
ふ
に
必
ず
宅
子
と
称
し
て
、
毫
も
猜
忌
す
る
こ
と
無
し
。
楽
易
の
君
子
と

謂
ふ
べ
し
。
宅
子
の
得
て
窺
ふ
所
に
非
ざ
る
な
り
。

（『
遺
稿
』）

長
崎
克
之
船
橋
四
郎
左
衛
門
富
永
吉
道
明
寺
屋
吉
左
衛
門
等
は
、
創
学
五
人
の
二
な
り
。

【
書
き
下
し
文
】

　
　

人
物
徳
行

「
行
状
」に
云
ふ
、「
天
資
孝
謹
に
し
て
、
闔
族
之
を
式
と
す
。
浄
隠
君
の
疾
に
当
た
る
や
、
牀
下
に
溺

器
有
り
。
夫
れ
之
を
越
ゆ
。
君
尚
ほ
幼
き
も
、
大
い
に
驚
き
、
拝
し
て
之
を
移
す
。
○
浄
隠
君「
碑
文
」

此
の
事
無
し
頗
る
浮
屠
を
信
ず
。
君
為
に
再
び
蔵
経
を
閲
し
、
薦
抜
の
仏
会
あ
る
に
、
命
を
奉
じ
て
為

に
之
に
赴
き
、
其
の
歓
を
尽
く
す
。
○
倹
素
な
る
こ
と
自
ら
守
る
」と
。「
碑
文
」に
云
ふ
、「
簡
牘
の
往
来

に
、
常
に
敗
紙
を
揀え
ら

び
、
其
の
空
白
を
用
ひ
て
、
天
物
を
暴
殄
す
る
を
以
て
戒
め
と
為
す
」と
。「
衣
服

什
器
、
一
も
好
む
所
無
し
」と
。

「
碑
文
」に
云
ふ
、「
天
資
坦
率
に
し
て
、
辺
幅
を
修
め
ず
、
辞
説
を
飾
ら
ず
。
平
生
曾
て
人
の
悪
を
言

は
ず
。
或
る
ひ
と
之
と
語
る
に
、
言
或
い
は
当
た
ら
ざ
る
も
、
亦
た
之
を
斥
け
ず
し
て
、
但
だ
曰
は

く
、『
某

そ
れ
が
し

の
解
せ
ざ
る
所
な
り
。
閭
閻
鄙
俚
の
言
、解
せ
ざ
る
所
多
し
』と
。
苟
し
く
も
学
を
問
ふ
に
及

べ
ば
、
誨
誘
す
る
こ
と
懇
至
に
し
て
、
解
せ
ざ
れ
ば
已
ま
ず
。
曾
て
人
に
謂
ひ
て
曰
は
く
、『
某
の
胸

中
未
だ
嘗
て
一
悪
念
を
蓄
へ
ず
』と
。
又
た
曰
は
く
、『
人
は
悪
を
為
す
こ
と
能
は
ざ
る
者
な
り
』と
。

一
書
生
有
り
、
遽に

は

か
に
曰
は
く
、『
吾
輩
然
る
こ
と
能
は
ず
』と
。
先
生
色
を
正
し
て
曰
は
く
、『
意
は

ず
、
君
の
人
と
為
り
乃
ち
爾
る
と
は
。
悪
若も

し
作
す
べ
く
ん
ば
、
試
み
に
之
を
為
せ
』と
」と
。

「
行
状
」に
云
ふ
、「
樸
実
剛
直
に
し
て
、
淫
楽
俚
謡
、
之
を
聞
け
ば
必
ず
避
く
。
戯
場
倡
街
、
足
一
た

び
も
踏
ま
ず
。
雑
劇
・
不
敬
の
書
、
未
だ
曾
て
目
に
接
せ
ず
」と
。
○「
府
に
在
り
て
十
年
、
言
語
容

貌
、
之
を
視
る
に
其
の
初
を
改
め
ず
。
人
以
て
難
き
と
為
す
。
郡
山
本
多
侯
、
是
を
以
て
歎
賞
す
」

と
。「
碑
文
」に
云
ふ
、
本
多
侯「
其
の
風
貌
の
古
朴
な
る
を
観
て
、
歎
じ
て
曰
は
く
、『
難
波
の
土
、
風

尚　

奢
侈
た
り
。
之
に
処
る
こ
と
四
十
年
に
し
て
、其
の
初
を
改
め
ず
。
豈
に
常
人
な
ら
ん
や
』と
。

乃
ち『
論
語
』を
講
ず
る
こ
と
を
請
ふ
。
詞
吐
朗
暢
、辯
論
明
備
な
り
。
侯
大
い
に
悦
び
て
服
す
」と
。

○「
行
状
」に
云
ふ
、「
侯
左
右
を
顧
み
て
曰
は
く
、『
我
講
を
聴
く
こ
と
も
亦
た
多
し
。
未
だ
嘗
て
此
く

の
如
く
手
の
痒
き
処
を
爬か

く
が
如
き
を
見
ず
』と
」と
。

酒
を
好
み
棋
を
好
む（「
行
状
」）。
偏
傍
を
楷
正
に
し
、
草
書
も
て
乱
写
す
る
無
し
。
書
は
則
ち
部
帙

を
斉
整
す
。

「
行
状
」に
云
ふ
、「
壮
年
は
家
甚
だ
貧
な
ら
ず
」と
。
碑
文
に
い
ふ
、「
壮
な
る
時　

家
道
は
饒
阜
た
り
」

と
。
然
れ
ど
も
一
銭
を
蓄
へ
て
、
以
て
後
事
を
計
ら
ず
。
即
ち
餘
貲
有
る
に
、
諸
宗
兄
弟
、
分
挈
し

て
以
て
去
る
も
、亦
た
省
み
ず
。「
親
眷
の
為
に
掩
お
ほ
ひ
とら
る
る
も
問
は
ず
」と
。
蘭
洲「
咏
懐
詩
」に
云
ふ
、

「
咨あ
あ

余
家
難
に
遭
ひ
、屯
邅
す
童
丱
の
時
」と
。
晩
に
及
び
て
遂
に
窘
迫
せ
ら
る
。「
行
状
」に
云
ふ
、「
老

ひ
て
益
ま
す
貧
し
。
曰
は
く
、『
人
誼
を
以
て
財
を
通
じ
、
斯
ち
之
を
受
く
る
の
み
。
否
め
ば
則
ち
凍

餒
固
よ
り
其
の
所
な
り
』と
。
其
の
富
貴
利
達
に
於
け
る
や
、浮
雲
空
を
度す

ぐ
る
が
如
し
。
未
だ
嘗
て

憂
戚
の
色
を
覩
ず
」と
。「
碑
文
」に
云
ふ
、「
乃
ち
曰
は
く
、『
若
し
人
の
相
ひ
恤あ
は

れ
む
こ
と
無
け
れ
ば
、

則
ち
死
せ
ん
の
み
』と
。
淡
泊
に
し
て
自
ら
守
る
こ
と
晏
如
た
る
な
り
」と
。『
蘭
洲
遺
稿
』に
曰
は
く
、

「
江
戸
に
余
の
友
二
宮
八
郎
右
衛
門
な
る
者
有
り
。
輪
執
斎
の
門
人
な
り
。
嘗
て
篠
山
侯
に
仕
ふ
る

に
、
諫
む
る
も
納
れ
ら
れ
ず
し
て
去
る
。
執
斎
の
、
其
の
子
を
し
て
富
商
・
大
村
家
の
義
子
と
為
さ

竹田健二81



為
然
、
真
古
人
也
」（
三
宅
万
年
先
生
曰
は
く
、「
輪
執
斎
嘗
て
謂
ふ
、『
古
心
古
貌
な
る
は
、
書
を
読

ま
ざ
る
者
に
は
、
時
に
或
い
は
之
有
る
も
、
書
を
読
む
者
に
は
無
し
。
吾
四
方
の
学
者
と
接
す
る

こ
と
も
亦
た
衆
し
。
唯
だ
天
資
是
れ
用
ひ
て
、
絶
え
て
一
曲
意
一
矯
情
の
気
を
見
ざ
る
者
は
、
此

の
老
師
独
り
然
り
と
為
す
。
真
の
古
人
な
り
』と
」と
。）と
あ
る
。

16
…「
伝
」は
芳
野
屋
伝
右
衛
門
を
指
す
。

17
…「
行
状
」に
従
い「
背
」字
を
補
う
。

《
八
》

　
　

臨
終
/

行
状
云
。
其
疾
篤
也﹇
注
一
﹈。
衆
医
皆
以
為
無
疾
可
楽
。
蓋
天
年
所
終
。
君
聞
頷
焉
。
門
人
問
疾
。

且
曰
。
先
生
臥
床
浹
旬
。
豈
得
無
心
鬱
体
疲
邪
。
曰
。
否
。﹇
方
﹈思
孟
子
某
章﹇
補□
1
﹈。
始
得
其
解
。

為【
11
裏
】之
云
〻
。
吾
子
思
量
之
。
且
曰
。
向
読
唐
詩
。
感
詩
人
比
興
。
今
也
誦
之
。
娯
其
記
得
幾

首
。
門
人
又
曰
。
無
後
事
可
嘱
乎
。
君
瞠
目
曰
。
無
無
。
又
曰
。
有
両
児
而
無
嘱
乎
。
曰
。
為
善
彼

善
。
為
不
善
彼
不
善
。
何
嘱
之
有
。
乃
命
枰
。
与
囲
一
局
。
厥
明
午
時
終
。
享
保
六
年
辛
丑
閏
七
月

十
八
日
也
。
終
之
日
。
識
与
不
識
。
聞
莫
不
惜
。
享
年
八
十
一
。
/

碑
文
云
。
享
保
六
年
辛
丑
閏
七
月
十
八
日
終
于
家
。
享
年
八
十
一
。
越
三
日
。
葬
于
天
満
郷
九
品
寺
先

塋
之
次
。
府
下
之
人
。
知
与
不
知
。
莫
不
悼
惜
。
伝
云
。
享
保
中
享
年
八
十
卒
於
大
阪
僑
居
。
失
実
。

注

一
…
蘭
洲
云
吾
父
簀
ヲ
カ
ヘ
シ
ト
キ
年
比
親
し
き
人
〻
ま
い
り
集
り
二
人
ノ
子
に
遺
言
な
き
や
と
と

ひ
し
と
き
父
ノ
玉
□（
ハ
）□（
ク
）カ
レ
ラ
善
事
ヲ
セ
ハ
カ
れ
等
ノ
善
ナ
リ
ア
シ
キ
事
ヲ
セ
バ
カ

レ
ラ
ガ
悪
キ
ナ
リ
ト
ノ
玉
ヒ
シ
耳
ノ
ソ
コ
ニ
オ
ボ
ヘ
タ
リ
性
善
ノ
道
ヲ
ヨ
ク
サ
ト
シ
玉
ヒ
シ
コ

ト
ヨ
ト
イ
ト
ア
リ
ガ
タ
ク
オ
ボ
ヘ
ハ
ベ
ル﹇
補□
2
﹈

【
書
き
下
し
文
】

　
　

臨
終

「
行
状
」に
云
ふ
、「
其
の
疾
篤
き
や
、
衆
医
皆
以
て
疾
に
楽
に
す
べ
き
無
し
と
為
す
。
蓋
し
天
年
の

終
ふ
る
所
な
り
。
君
聞
き
て
頷
く
。
門
人
疾
を
問
ひ
、
且
つ
曰
は
く
、『
先
生
床
に
臥
す
こ
と
浹
旬
、

豈
に
心
鬱
し
体
疲
る
る
こ
と
無
き
を
得
た
る
か
』と
。
曰
は
く
、『
否
。
方
に『
孟
子
』某
章
を
思
ひ
て
、

始
め
て
其
の
解
を
得
ん
と
し
て
、之
を
為
す
に
云
々
。
吾
子
之
を
思
量
之
せ
よ
』と
。
且
つ
曰
は
く
、

『
向さ
き

に
唐
詩
を
読
み
て
、
詩
人
の
比
興
に
感
ず
。
今
や
之
を
誦
し
、
其
の
記
得
す
る
こ
と
幾
首
な
る
か

を
娯
し
む
』と
。
門
人
又
た
曰
は
く
、『
後
事
の
嘱
す
べ
き
こ
と
無
き
か
』と
。
君
瞠
目
し
て
曰
は
く
、

『
無
無
た
り
』と
。
又
た
曰
は
く
、『
両
児
有
り
て
嘱
す
る
こ
と
無
き
か
』と
。
曰
は
く
、『
善
を
為
せ
ば
彼

善
な
り
。
不
善
を
為
せ
ば
彼
不
善
な
り
。
何
ぞ
之
に
嘱
す
る
こ
と
之
れ
有
ら
ん
』と
。
乃
ち
枰
を
命

ず
。
与
に
一
局
を
囲
む
。
厥
の
明
く
る
午
の
時
に
終
ふ
。
享
保
六
年
辛
丑
閏
七
月
十
八
日
な
り
。
終

仲
基
後
に『
説
蔽
』を
作
り
て
、
石
菴
の
絶
つ
所
と
為
る
。

補
注

1
…「
薦
抜
」は
、
悪
道
の
苦
を
抜
き
、
善
道
に
向
か
は
し
め
る
こ
と（『
広
説
佛
教
語
大
辞
典
』、
東
京

書
籍
、
二
〇
〇
一
年
）。

2
…
以
下
の「
簡
牘
往
来
常
揀
敗
紙
、用
其
空
白
、以
暴
殄
天
物
為
戒
。」が「
碑
文
」に
あ
る
こ
と
を
指
す
。

3
…「
衣
服
什
器
。
一
無
所
好
。」の
句
は
、「
碑
文
」に
は
な
く
、「
行
状
」に
あ
る
。

4
…「
行
状
」に
は
、「
樸
実
剛
直
」と「
淫
楽
俚
謡
」と
の
間
に
、「
不
粧
言
語
、
不
飾
辺
幅
、
即
有
蔑
礼
法

侮
聖
賢
者
、
面
折
厳
責
、
不
少
仮
之
、」（
言
語
を
粧
は
ず
、
辺
幅
を
飾
ら
ず
、
即
ち
礼
法
を
蔑
り
聖

賢
を
侮
る
者
有
ら
ば
、
面
折
し
て
厳
し
く
責
め
、
少
し
も
之
を
仮
ら
ず
）の
句
が
あ
る
。

5
…
こ
の
あ
た
り
の
罫
紙
上
部
に
、「
風
貌
」と
朱
筆
で
記
し
た
付
箋
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。

6
…「
行
状
」に
は
、「
性
嗜
酒
、
即
有
所
過
、
主
人
必
先
觴
焉
、
否
則
請
飲
、
絶
無
使
酒
態
、
又
好
棋
、

而
不
好
対
高
手
、
曰
、
是
遣
間
適
情
爾
、
無
意
輸
羸﹇
贏
﹈、」（
性　

酒
を
嗜
む
、
即
ち
過
ぐ
る
所
有

り
。
主
人
必
ず
先
觴
す
る
に
、
否し
か

ら
ざ
れ
ば
則
ち
飲
を
請
ふ
。
絶
え
て
酒
態
あ
ら
し
む
る
こ
と
無

し
。
又
た
棋
を
好
む
も
、
高
手
と
対
す
る
を
好
ま
ず
。
曰
は
く
、『
是
れ
間し
ば
ら

く
情
に
適か
な

は
し
む
る
の

み
。
輸
贏
を
意
ふ
こ
と
無
し
』と
」）と
あ
る
。

7
…「
行
状
」に
は
、「
其
為
字
也
、
楷
正
偏
傍
、
曰
無
草
書
乱
写
俾
難
読
、
其
対
書
也
斉
整
部
帙
、」（
其

の
字
を
為
す
や
、
偏
傍
を
楷
正
に
す
。
曰
は
く
、「
草
書
も
て
乱
写
し
て
読
み
難
か
ら
し
む
る
無
か

れ
」と
。
其
の
書
に
対
す
る
や
、
部
帙
を
斉
整
す
。）と
あ
る
。

8
…「
行
状
」に
は
、「
壮
年
」と
あ
る
。

9
…「
咏
懐
詩
」は
、
前
出
の
五
井
蘭
洲
の「
詠
懐
詩
」（『
蘭
洲
遺
稿
』乾
巻
所
収
）を
指
す
。

10
…「
行
状
」に
は
、「
如
浮
雲
度
空
、
馬
雀
過
前
、
不
援
不
凌
、
澹
然
相
視
、
不
少
介
意
、
優
游
自

適
、
不
言
家
事
米
塩
、
家
人
妻
子
、
未
嘗
覩
憂
戚
之
色
」（
浮
雲
空
を
過
ぎ
、
馬
雀
前
を
過
ぐ
る
が

如
し
。
援
け
ず
凌
が
ず
、
澹
然
と
し
て
相
ひ
視
て
、
少
し
も
意
に
介
せ
ず
、
優
游
自
適
、
家
事
米

塩
を
言
は
ず
。
家
人
妻
子
、
未
だ
嘗
て
憂
戚
の
色
を
覩
ず
。）と
あ
る
。

11
…
以
下
の「
乃
曰
。
若
無
人
相
恤
則
死
耳
。
淡
泊
自
守
晏
如
也
。」の
語
は「
碑
文
」に
あ
る
。
こ
の
た

め
、「
碑
文
云
」或
い
は「
碑
文
」を
脱
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

12
…『
蘭
洲
遺
稿
』は
、
乾
巻
所
収
の「
答
問
」の
一
部（
第
九
十
七
葉
裏
）。

13
…「
堯
夫
」は
、北
宋
の
邵
雍
の
字
。「
安
楽
窩
」は
そ
の
居
。
邵
雍
を
敬
う
者
が
こ
こ
に
邵
雍
を
住
ま

わ
せ
た
。

14
…
こ
の
あ
た
り
の
罫
紙
上
部
に
、「
女
」と
朱
筆
で
記
し
た
付
箋
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、﹇
注

六
﹈の
部
分
は
、
罫
紙
の
下
に
貼
付
さ
れ
た
紙
片
に
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は『
蘭
洲
遺

稿
』乾
巻
第
七
十
八
葉
表
・
同
裏
に
あ
る
。

15
…「
行
状
」に
は
、「
三
宅
万
年
先
生
曰
、
輪
執
斎
嘗
謂
、
古
心
古
貌
、
不
読
書
者
、
時
或
有
之
、
読

書
者
無
、
吾
接
四
方
学
者
亦
衆
矣
、
唯
天
資
是
用
、
絶
不
見
一
曲
意
一
矯
情
之
気
者
、
此
老
師
独
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孫
太
郎

女
子　

水
谷
平
四
郎
室
初
カ
メ
後
サ
ノ﹇
ト
改
﹈寛
延
三
年
午
五
月
七
日
卒
号
貞
寿

　
　
　

年
六
十
五
濱
村
ニ
土
葬
但
シ
水
谷
家﹇
断
絶
﹈舎
弟
学
問﹇
所
五
井
﹈藤
九

　
　
　

郎
方
ヘ
引
取
其
家
ニ
卒

純
実

　

始
内
記
云
鷹
司
家
ニ
仕
後
権
蔵
ト
改
桐
陰
ト
号
吉
宗
公
ニ
仕
御
先
手
鉄
砲
但
与
力

　

知
行
二
百
五
十
石
寶
暦
十
一
年
巳
九
月
十
九
日
卒
二
十
九
鉄
山
道
桟
ト
号

某　

無
伝

純
禎

　

藤
九
郎
号
蘭
洲
始
津
軽
出
羽
守
殿
ニ
仕
後
学
校
ニ
住
字
子
祥
又
号
冽
菴
宝
暦
十

　

二
年
三
月
十
七
日
卒
年
六
十
六

女
子　

セ
ツ

　

永
井
左
門
殿
留
守
守

　

永
島
宗
助
室

宜
泰　

蘭
洲
茗
話
校
者
即
蘭
洲
孫
也

守
継　

純
実
養
嗣
家
譜
包
紙
裏
面
ニ「
御
先
手
市
岡
丹
波
守
徂
五
井
鉄
次
郎
」ト
ア

　
　
　

リ
竹
山
没
後
ノ
書
牘
ナ
ル
ベ
シ

二
…
祭
文
云
継
雖
他
姓
多
年
為
子
性
亦
温
純
不
負
恩
義

三
…
御
先
手
市
岡
丹
羽
守
徂
五
井
鉄
次
郎
即
守
継
也

【
書
き
下
し
文
】

　
　

妻
子

「
行
状
」に
云
ふ
、「
香
河
氏
を
娶
る
」と
。『
蘭
洲
遺
稿
』に
云
ふ
、「
予
の
舅
香
川
玄
冲
、
島
原
侯
に
事

ふ
」と
。
男
参
人
あ
り
。
長
は
孫
太
郎
、夭
す
。
次
は
純
実
。『
蘭
洲
遺
稿
』に
、亡
兄
を
祭
る
文
有
り
。

曰
は
く
、「
維
れ
宝
暦
十
一
年
辛
巳
九
月
某
日
、
弟
純
禎
病
間
に
盥
嗽
し
て
、
虚
位
を
設
け
て
、
清
酌

蔬
菓
の
奠
を
以
て
、
亡
兄
桐
陰
君
の
霊
に
告
げ
て
曰
ふ
」と
。
太
田
君
標
注
に
云
ふ
、「
桐
陰
、
名
は
純

実
。
初
め
内
記
と
称
し
、
鷹
司
侯
に
仕
ふ
。
後
に
去
り
て
江
都
に
仕
ふ
る
に
、
称
を
権
蔵
と
更
め
、

桐
陰
と
号
す
。
宝
暦
十
一
年
辛
巳
九
月
十
九
日
歿
す
。
年
六
十
九
」と
。「
祭
文
」中
に「
守
継
よ
り
伝
は

る
る
書
上
に
訃
の
字
有
り
」の
句
有
り
。
守
継
と
は
、蓋
し
純
実
の
義
子
な
ら
ん
。
又
た
曰
は
く
、「
禎　

少
年
よ
り
、
業
を
肄な

ら

ひ
志
を
同
じ
く
す
。
強
壮
に
し
て
関
に
入
る
も
、
亦
た
行
李
を
連
ぬ
」と
。
即

ち
兄
弟
時
を
同
じ
く
し
て
東
行
す
る
を
知
る
な
り
。
又
た
曰
は
く
、「
吾
が
兄
公
朝
に
、
先
隊
士
に
擢

せ
ら
る
」と
。
純
実
幕
臣
と
為
り
て
先
手
組
に
隷
す
る
を
知
る
べ
き
な
り
。『
蘭
洲
遺
稿
』に
又
た
神
光

ふ
る
の
日
、
識
る
と
識
ら
ざ
る
と
、
聞
き
て
惜
し
ま
ざ
る
莫
し
。
享
年
八
十
一
」と
。

「
碑
文
」に
云
ふ
、「
享
保
六
年
辛
丑
閏
七
月
十
八
日
、
家
に
終
ふ
。
享
年
八
十
一
。
越
え
て
三
日
、

天
満
郷
九
品
寺
先
塋
の
次
に
葬
ら
る
。
府
下
の
人
、
知
る
と
知
ら
ざ
る
と
、
悼
惜
せ
ざ
る
莫
し
」と
。

伝
に
云
ふ
、「
享
保
中
、
享
年
八
十
、
大
阪
の
僑
居
に
卒
す
」と
。
実
を
失
ふ
。

補
注

1
…「
行
状
」に
従
い「
方
」字
を
補
う
。

2
…『
蘭
洲
遺
稿
』坤
巻
第
七
十
六
葉
表
に
は
、「
吾
父
簀
ヲ
カ
ヘ
シ
ト
キ
ト
シ
ゴ
ロ
シ
タ
シ
キ
人
々

マ
イ
リ
ア
ツ
マ
リ
二
人
ノ
子
ニ
遺
言
ハ
ナ
キ
ヤ
ト
ヽ
ヒ
シ
ト
キ
父
ノ
玉
ハ
ク
カ
レ
ラ
善
事
ヲ
セ

バ
カ
レ
ラ
ガ
善
ナ
リ
ア
シ
キ
事
ヲ
セ
バ
カ
レ
ラ
ガ
悪
ナ
リ
ト
ノ
玉
ヒ
シ
耳
ノ
ソ
コ
ニ
ヲ
ホ
ヘ
タ

リ
性
善
ノ
道
ヲ
ヨ
ク
サ
ト
シ
玉
ヒ
シ
事
ヨ
ト
イ
ト
ア
リ
ガ
タ
ク
オ
ホ
ヘ
ハ
ベ
ル
」と
あ
る
。

《
九
》

　
　

妻
子
/

行
状
云
。
娶
香
河
氏
。
蘭
洲
遺
稿
云
。
予
舅【
12
表
】香
川
玄
冲
事
島
原
侯﹇
注
一
﹈。
男
参
人
。
長
孫

太
郎
夭
。
次
純
実﹇
補□
1
﹈。
蘭
洲
遺
稿
。
有
祭
亡
兄
文﹇
補□
2
﹈。
曰
。
維
宝
暦
十
一
年
辛
巳
九
月
某

日
。
弟
純
禎
病
間
盥
嗽
。
設
虚
位
。
以
清
酌
蔬
菓
之
奠
。
告
亡
兄
桐
陰
君
之
霊
云﹇
曰
﹈。
太
田
君
標

注﹇
補□
3
﹈云
。
桐
陰
名
純
実
。
初
称
内
記
。
仕
鷹
司
侯
。
後
去
仕
江
都
。
更
称
権
蔵
。
号
桐
陰
。
宝

暦
十
一
年
辛
巳
九
月
十
九
日
歿
。
年
六
十
九
。
祭
文
中
有
伝
守
継
書
上
有
訃
字
之
句﹇
注
二
﹈。
守
継

蓋
純
実
之
義
子
也
。
又
曰
。
禎
従
少
年
。
肄
業
同
志
。
強
壮
入
関﹇
注
三
﹈。
亦
連
行
李
。
即
知
兄
弟

同
時
東
行
也
。
又
曰
。
吾
兄
公
朝
。
擢
先
隊
士
。
可
知
純
実
為
幕
臣
隷
于
先
手
組
也
。
蘭
洲
遺
稿
又

有
与
神
光
寺
堂
頭
大
和
尚
論
儒
仏
書
云﹇
補□
4
﹈。
先
日
霊
錫
来
辱
吊
（
マ
マ
）﹇
弔
﹈亡
兄﹇
補□
5
﹈。
多
謝
〻

〻
。
愚
家
窶
且
疾
。
乃
咄
啐
艸
具
。
幸【
12
裏
】勿
見
訝
云
〻
。
神
光
寺
在
河
内
中
高
安
村
服
部
川
。

三
宅
石
菴
葬
于
此
。
女
一
人
。
適
水
谷
氏
。
禎
今
年
二
十
有
五
。
不
及
知
君
壮
年
。
今
拾
事
迹
在
人

口
者
。
僅
得
数
条
云
。
十
月
純
禎
謹
状﹇
補□
6
﹈。
/

　
　
　

注

一
…
蘭
洲
五
井
先
生
家
譜﹇
補□
7
﹈

　

守
任

　
　

五
井
加
助
、
四
男
一
女　
　
　
　

五
井
加
助
号
ヲ
持
軒
ト
云
、
四
男
一
女
有
。
享
保
六

　
　

墓
ハ
天
満
九
品
寺　
　
　
　
　
　

年
丑
七
月
十
八
日
卒
墓
ハ
天
満
九
品
寺
ニ
有
。
室
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香
川
氏
大
阪
大
火
ニ
付
平
野
村
ニ
遁
井
筒
屋
左
平
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ
テ
卒
時
享
保
九
辰
年
三
月
廿
九
日
□（
河
）州
服 　

 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

部
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光
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山
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「
年
八
十
三
輪
執
斎
作
倭
歌
賀
之
曰
ひ
に
そ
ひ
て
高
く
そ
仰
く
学
ひ
得
し
心
の
法
も
尽
き
ぬ
齢
も

此
陳
其
徳【
13
表
】与
寿
無
疆
人
仰
之
如
日
也（
先
哲
叢
談
）案
蘭
洲
遺
稿
云
。
宅
子
五
十
之
年
此
輩
家

〻
邀
寿
時
先
人
年
已
七
十
不
寿
及
至
八
十
不
得
已
寿
之
清
水
酒
楼
云
〻
執
斎
之
歌
成
于
此
日
者
乎
。

/「
服
部
南
郭
□

（
マ
マ
）（
答
？
）﹇
報
﹈五
井
生
書
云
在
昔
尊
翁
先
生
唱
道
浪
華
海
内
景
仰
久
矣
先
哲
叢
談
引
南
郭

文
集
/﹇
補□
1
﹈

○
万
年
先
生
曰
。
先
生
一
日
与
余
言
曰
。
我
是
何
人
也
。
余
対
曰
。
善
人
也
。
有
間
。
先
生
頷
曰
。

此
不
必
辞
也
。
吾
胸
中
不
存
一
悪
念
。
/

○
鳥
山
芝
軒
贈
詩
云
。
高
士
本
無
営
。
為
儒
老
有
名
。
度
冬
唯
布
被
。
専
夜
独
燈
檠
。
取
酔
酒
三
椀
。

遣
悶

（
マ
マ
）﹇
閑
﹈碁
一
枰﹇
補□
2
﹈。
隠
居
常
講
道
。
未
肯
謁
公
卿
。
可
謂
善
知
君
也
。
行
状
/

○
先
哲
叢
談
曰
。
学
篤
行
修
。
綽
有
古
風
。
/

【
13
裏
】○
万
年
先
生
宅
子
。
与
余
先
子
友
善
。
嘗
評
先
子
為
善
人
。
先
子
評
宅
子
為
君
子
。
其
相
際

也
。
余
常
侍
坐
。
未
嘗
聞
一
語
及
朱
陸
異
同
。
況
一
之
乎
。
由
是
雖
則
不
一
朱
陸
。
亦
無
害
為
善
人

君
子
。
蘭
洲
遺
稿﹇
補□
3
﹈

○
我
大
阪
使
当
代
大
儒
如
東
涯
伊
藤
先
生
者
。
称
以
先
生
二
字
者
。
果
有
幾
人
。
独
有
我
五
井
持
軒

而
已﹇
補□
4
﹈。
東
涯
撰
碑
銘
。
題
曰
。
持
軒
先
生
五
井
君
墓
碑
銘
。
持
軒
豈
非
真
先
生
長
者
乎
。
其

銘
曰
。
遭
時
熙
洽
。
高
蹈
丘
園
。
潜
志
大
業
。
研
精
微
言
。
提
海
有
方
。
青
衿
盈
門
。
其
人
雖
亡
。

遺
徳
永
存
。
享
保
八
年
癸
卯
/

彦﹇
補□
5
﹈又
案
持
軒
先
生
五
井
君
墓
碑
銘
之
題
目
未
得
体
宜
題
持
軒
五
井
先
生
墓
碑
銘
或【
14

表
】五
井
持
軒
先
生
墓
碑
銘
既
曰
持
軒
先
生
又
曰
五
井
君
不
知
古
有
其
例
乎
否

【
書
き
下
し
文
】

　
　

朋
友
賛
語

「
三
輪
執
斎
嘗
て
謂
ふ
、「
古
心
古
貌
な
る
は
、
書
を
読
ま
ざ
る
者
に
は
時
に
或
い
は
之
有
る
も
、
書

を
読
む
者
に
は
無
し
。
吾
四
方
の
学
者
と
接
す
る
こ
と
も
亦
た
衆
し
。
唯
だ
天
資
是
れ
用
ひ
て
、
絶

え
て
一
曲
意
一
矯
情
の
気
を
見
ざ
る
者
は
、
此
の
老
師
独
り
然
り
と
為
す
。
真
の
古
人
な
り
」と
。「
行

状
」石
菴
の
語
を
引
く
/

「
年
八
十
、三
輪
執
斎
倭
歌
を
作
り
て
之
を
賀
し
て
曰
は
く
、「
ひ
に
そ
ひ
て
高
く
そ
仰
く
学
ひ
得

し
心
の
法
も
尽
き
ぬ
齢
も
」此
れ
其
の
徳
と
寿
の
疆
無
き
と
、人
之
を
仰
い
で
日
の
如
き
を
陳
ぶ
る
な

り（『
先
哲
叢
談
』）案
ず
る
に
、『
蘭
洲
遺
稿
』に
云
ふ
、「
宅
子
五
十
の
年
、
此
の
輩
家
々
に
邀む
か

へ
て
寿

ぐ
。
時
に
先
人
年
已
に
七
十
な
る
も
寿
が
ず
。
八
十
に
至
る
に
及
び
、
已
む
を
得
ず
之
を
清
水
酒
楼

に
寿
ぐ
」云
々
と
。
執
斎
の
歌
此
の
日
に
成
る
者
な
ら
ん
か
。

「
服
部
南
郭
の「
五
井
生
に
報
ず
」の
書
に
云
ふ
、「
在
昔
、
尊
翁
先
生
、
道
を
浪
華
に
唱
へ
て
、
海
内

景
仰
す
る
こ
と
久
し
」と
。『
先
哲
叢
談
』、『
南
郭
文
集
』を
引
く
。

○
万
年
先
生
曰
は
く
、「
先
生
一
日
余
と
言
ひ
て
曰
は
く
、『
我
是
れ
何
人
な
る
や
』と
。余
対
へ
て
曰
は

寺
堂
頭
大
和
尚
と
儒
仏
を
論
ず
る
の
書
有
り
て
云
ふ
、「
先
日
霊
錫
も
て
来
り
て
亡
兄
を
弔
ふ
を
辱
か
た
じ
け
なく

す
。
多
謝
多
謝
。
愚
家
窶
に
し
て
且
つ
疾
あ
り
。
乃
ち
咄
啐
の
艸
具
に
し
て
、
見
訝
す
る
こ
と
勿
き

を
幸

こ
ひ
ね
がふ
」云
々
と
。
神
光
寺
は
河
内
中
高
安
村
服
部
川
に
在
り
。
三
宅
石
菴
此
に
葬
ら
る
。「
女
一
人
あ

り
、
水
谷
氏
に
適
ぐ
。
禎　

今
年
二
十
有
五
、
知
君
の
壮
年
に
及
ば
ず
。
今
事
迹
を
拾
ふ
に
人
口
に

在
る
者
、
僅
に
数
条
を
得
と
云
ふ
。
十
月
純
禎
謹
状
」と
。

注

二
…「
祭
文
」云
ふ
、「
継　

他
姓
と
雖
も
、多
年
子
と
為
り
、性
も
亦
温
純
に
し
て
恩
義
に
負
か
ず
」と
。

三
…
御
先
手
市
岡
丹
羽
守
徂
五
井
鉄
次
郎
、
即
ち
守
継
な
り
。

補
注

1
…
天
囚
が
懐
徳
堂
研
究
に
用
い
た
と
見
ら
れ
る
朝
日
新
聞
社
文
庫
本『
蘭
洲
遺
稿
』に
、「
予
舅
香

川
玄
冲
事
島
原
侯
」の
語
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、『
鶏
肋
篇
』巻
五

（
＝「
冽
菴
漫
録
第
二
」）と『
瑣
語
』上
と
に
重
出
す
る
文
の
引
用
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
行
状
」に

は
、「
娶
香
河
氏
」の
語
に
続
い
て「
男
三
人
、
長
孫
太
郎
、
幼
亡
、
次
純
実
、
次
純
禎
、
女
一
人
、

適
水
谷
氏
、」（
男
三
人
あ
り
。
長
は
孫
太
郎
、
幼
に
し
て
亡や

む
。
次
は
純
実
、
次
は
純
禎
。
女
一
人

あ
り
、
水
谷
氏
に
適と

つ

ぐ
。）と
あ
る
。

2
…『
蘭
洲
遺
稿
』坤
巻
所
収
の「
祭
文
」を
指
す
。

3
…
朝
日
新
聞
社
文
庫
本『
蘭
洲
遺
稿
』に
は
、
大
田
源
之
助
の
標
注
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

4
…「
与
神
光
寺
堂
頭
大
和
尚
論
儒
仏
書
」（
神
光
寺
堂
頭
大
和
尚
と
儒
仏
を
論
ず
る
の
書
）は
、『
蘭

洲
遺
稿
』乾
巻
所
収
の「
神
光
寺
堂
頭
大
和
尚
猊
下
」へ
宛
て
た
書
を
指
す
。

5
…『
蘭
洲
遺
稿
』に
は
、「
錫
」で
は
な
く「
鍚
」と
あ
る
。

6
…「
女
一
人
。
適
水
谷
氏
。
禎
今
年
二
十
有
五
。
不
及
知
君
壮
年
。
今
拾
事
迹
在
人
口
者
。
僅
得
数

条
云
。
十
月
純
禎
謹
状
」は
、「
行
状
」の
末
尾
を
引
用
し
た
も
の
。

7
…「
蘭
洲
五
井
先
生
家
譜
」は
、『
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
』所
収
。『
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
』に
つ
い
て
は
、
拙

稿「『
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
』と「
懐
徳
堂
記
録
」」（
国
立
高
雄
餐
旅
大
学
応
用
日
語
系『「
観
光
・
言
語
・

文
学
」国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』、
二
〇
一
四
年
）、「
西
村
天
囚
の
五
井
蘭
洲
研
究
と『
懐
徳
堂
記

録
』」（『
懐
徳
堂
研
究
』第
七
号
、二
〇
一
六
年
）参
照
。
以
下
、「
女
子
」に
つ
い
て
の
記
述
の
脱
字
等

に
つ
い
て
は
、
天
囚
が
懐
徳
堂
研
究
に
用
い
た
と
見
ら
れ
る
、
懐
徳
堂
文
庫
碩
園
記
念
文
庫
小
天

地
閣
叢
書
の『
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
』の
記
述
に
従
っ
て
補
っ
た
。

《
一
〇
》

　
　

朋
友
賛
語
/

「
三
輪
執
斎
嘗
謂
。
古
心
古
貌
。
不
読
書
者
。
時
或
有
之
。
読
書
者
無
。
吾
接
四
方
学
者
亦
衆
矣
。

唯
天
資
是
用
。
絶
不
見
一
曲
意
一
矯
情
之
気
者
。
此
老
師
独
為
然
。
真
古
人
也
。
行
状
引
石
菴
語
/
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く
、『
善
人
な
り
』と
。
間
有
り
て
、先
生
頷
き
て
曰
は
く
、『
此
れ
不
必
ず
し
も
辞
せ
ざ
る
な
り
。
吾
が

胸
中
一
の
悪
念
を
も
存
せ
ず
』と
」と
。

○
鳥
山
芝
軒
詩
を
贈
り
て
云
ふ
、「
高
士
本
営
む
無
し
。
儒
と
為
り
て
老
い
て
名
有
り
。
冬
を
度こ

す
に

唯
だ
布
も
て
被お
お

ふ
。
専
夜
独
り
燈
檠
あ
り
。
酔
ひ
を
取
る
酒
三
椀
。
閑
を
遣
る
碁
一
枰
。
隠
居
す
る

も
常
に
道
を
講
ず
。
未
だ
公
卿
に
謁
す
る
を
肯
ぜ
ず
」と
。
善
く
君
を
知
る
と
謂
ふ
べ
き
な
り
。「
行
状
」

○『
先
哲
叢
談
』曰
は
く
、「
学
篤
く
行
修
ま
り
、
綽
と
し
て
古
風
有
り
」と
。

○
万
年
先
生
宅
子
、余
の
先
子
と
友
善
た
り
。
嘗
て
先
子
を
評
し
て
善
人
と
為
す
。
先
子
宅
子
を
評
し

て
君
子
と
為
す
。
其
の
相
ひ
際
す
る
や
、
余
常
に
侍
坐
す
る
に
、
未
だ
嘗
て
一
語
も
朱
陸
の
異
同
に

及
ぶ
を
聞
か
ず
。
況
ん
や
之
を
一
に
す
る
を
や
。
是
に
由
る
に
、
朱
陸
を
一
に
せ
ざ
る
と
雖い

へ
ど則
も
、

亦
た
善
人
・
君
子
為
る
を
害
す
る
無
し
。『
蘭
洲
遺
稿
』

○
我
が
大
阪
に
当
代
の
大
儒
・
東
涯
伊
藤
先
生
の
如
き
者
を
し
て
、称
す
る
に
先
生
の
二
字
を
以
て
せ

し
む
者
、
果
た
し
て
幾
人
有
ら
ん
。
独
り
我
が
五
井
持
軒
有
る
の
み
。
東
涯
碑
銘
を
撰
し
て
、
題
し

て
曰
は
く
、「
持
軒
先
生
五
井
君
墓
碑
銘
」と
。
持
軒
豈
に
真
の
先
生
長
者
に
非
ざ
る
か
。
其
の
銘
に
曰

は
く
、「
時
の
熙
洽
に
遭
ひ
て
、
高
く
丘
園
を
蹈ふ

む
。
志
を
大
業
に
潜
め
て
、
微
言
を
研
精
す
。
提
海

方
有
り
、
青
衿
門
に
盈
つ
。
其
の
人
亡
す
と
雖
も
、
遺
徳
永
く
存
す
。
享
保
八
年
癸
卯
」と
。

彦
又
た
案
ず
る
に
、「
持
軒
先
生
五
井
君
墓
碑
銘
」の
題
目
、
未
だ
体
を
得
ず
。
宜
し
く「
持
軒
五

井
先
生
墓
碑
銘
」或
い
は「
五
井
持
軒
先
生
墓
碑
銘
」と
題
す
べ
し
。
既
に「
持
軒
先
生
」と
曰
ひ
、

又
た「
五
井
君
」と
曰
ふ
は
、
古
に
其
の
例
有
る
か
否
か
を
知
ら
ず
。

補
注

1
…
服
部
南
郭『
南
郭
集
』二
編
所
収
の「
報
五
井
生
」を
指
す
。《
四
》「
教
授
及
ひ
礼
聘
」節
の
補
注
4

参
照
。

2
…
天
囚
は「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」・『
懐
徳
堂
考
』上
巻
に
お
い
て
も「
遣
悶
」と
し
て
い
る
が
、「
行

状
」に
は「
遣
閑
」と
あ
る
。
天
囚
の
誤
読
・
誤
解
と
思
わ
れ
る
。

3
…
こ
の
語
は
、『
蘭
洲
遺
稿
』乾
巻
第
四
十
九
葉
表
に
あ
る
。

4
…「
彦
」は
、
天
囚（
本
名
は「
時と
き

彦つ
ね

」）の
自
称
。

5
…
こ
の
あ
た
り
の
罫
紙
上
部
に
、「
□　

長
者
」と
朱
筆
で
記
し
た
付
箋
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
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